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3A01, ギ国糾憬1襄験 I｀ぶるド）午うA放阻号

雙魚研酌眸純烈池浮絲l"P 0井t久幸 犯成玄雄

1%3 犀以来/4:1;'l l1-東京\-.お 1-\ ~降水中 0 卜‘)今ウムぽ）降下晋il)遠1 ｀足定行なっ℃屯七．
今国 1 ;I:. I q 79 年ま汀東京にお l1 がH 月 rm紅そ 0経栂変化含怖委~ti,良が東哀,~お 1i 5 降下
そと水燻輝I こ K 3 臥‘届 1曾汀輝バい）閑連 1：：つ＼‘<..報をう 5 。

1) 東京にお 1+ ~隆下登
因 1 ＼こ/C163 毎か 5 /q'7q年ま叩H年間 9争下号もtげ／吟坑悶限浅比も系した．碑
浅 I~、丸）両国 0バい枚輝虹後 /163年か SI祁嗜まてゞ直譴ケもしい釘
印8- l竹l /4釘埠 1~ ょ汀導1りか）。そ 0後 l q74年， I竹脅）仰7桟といぺ蒻刑障
下景 l瑶匂い〇足軋ぷりtm l てし） 3 ．i七引が゜い）町訊浅比 Ii, lH 町が澤少
i汀孔摺 I'" 出 l てし）るこしが分~.
瞬遭直暉直下号 l清這3.,. ゥ

かヽq-) l"l、 1%'1-l門0 固 l::.1=r左われ

＂ 6, に 10) J I 国〇中国枝輝 Iこと
..,乙脳局園 1こ方這さ軋炉H 訊枝索
験0 慧匂ょ虹セ表而に降下し 1令じ b
-h. t. "(. It. ~ ~も 0 ℃’も 3 。
一方第2.11釦 l咽寺 II 月 l'l 日）桟割桟

につ＼）乙 1本県知習り毎ガあ 3暉
犀も I i. t ~'l滴年度に導しい豫下詈
がイ釦たれ， l q '7情 Iこ知"C. ti'毎浅
が渥沙して＼）i :::I!\. Ii与未 o 中国
枝索験 l渇蜘員□いよ礼
ら札百。

泊隆下晋吋渇変化も井 5 ら遺、
知成パ示す匂 I.: 令し＼ Z |さそq恥
前斗（ l- 碑） 1這濯f和令砕＇紅
惰下す 5 。 これit対して1.if未 1口行

紅迅和遺輝嗅匂翌印 O f命
千知， 11和1-b日）と後半(7-11~)
{ Ii I 濱＾埓しい。
枚m叫訊叩訊和塁ネ 1 か‘凡琴免．葛依‘I /J_が認 5 /:よって以直

孤 k 担拉れてり。加 71ヽて 1雑漆釦‘5 飢只げ厚紅しぼし枯、指摘さにt) 3 

紅｀ 茎脊炉り今うJ._、 9 陪千＼-::. J.9- I直渭 lてつ＼）て ul 嘉す揺津危毛デ）しにより枚討t
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ここかし）｝恥），如 lさ枝釦誼局園対浅凪 lふが比表面 lこお汁 3 をt.,.も 3 ．如：｝
似し），紐）凡枝和 O tい、吼叫留暉睛薮Cい。t=O 乙ク B=C=0 い囁立
U)1濯す 3 徽／すか柱紅陪くと，

恥＝函t知）＋｀心）は（知心））e-秘,t-C？知 eー（知心）t〕 Q) 

：こて今紅 1は訊直りt=oo|：ぶ汁 5号せおリイ也〇頂返粒 L て楓禎·(さる．知：） Iこっし）
℃ lさこれに 1渇9, <.. "且岩がなされてまり-b.titro) 叫 0、 b ）ム1 （唸j~ 0,?] 今i康てーが．
い知っ＼ヽ乙屯＼区っか直矛争繹されて l)3 。 t~o -c布0 という仮宛よ＇）

|-土二~ • (3) 
札， A。

C ()0 l燐 lこ阻）値じ治炉5 収ん＜出てい。仮がって祠坑度化 1::. gけ＾i祗姜脊麟采
砕）がり考紅℃~ 11) tをく応凶礼3 こ辻I'1,-い。 (A( i)1 8は）， Ca) について 1埠
柑いい煉歪春女も考危し未値t房入 5)メ歪yお 5 。)
2) 水操角馬食ド均祁、姑登
北斗ば全体訂紅す 3登t東京に降下いい~\合ざヨ紅あ 3 と 1這して木媒涙猿0
紅贅順匝詞な，t。却宅s 6)計貨v-l: l t /1位紅 Cli北斗詠釦籾臼砂怜/j.
束集 1-:. わ汁： HP屁呪ぷに直しく虹て＼＼瓦仮3J'lてここ切け‘か）〇様姜も含
も凶しういが甑t函K 東京 1こお収JH;Io,r 比が北孝烈‘、がが°5r tt紐‘表してし I Jー t.考
いもt算も行ち.,"f.. q堺lこっ＼ l 乙 lい年 0 ガあ 3 と表知 5 爪 {l) i ‘lす厖K5 が言令厚したオ
心し<.な 1. 如 k つ\1\ぃ直当な様圃創雀t仮窟ば四釘認れぞぃ0 校4i k i4祁位
訊入し，比tいてi3H冷r "~ i« I\ イい） A fHTO)/A°含r) 也ぶ峠． 遠·葛t戌ら 1こり
求めら礼梵咄〇各食験訂'...0)放品登か5 A゜（加）を求め，五如 l l：籾位と名し在

五ble 1. 米、‘)，い：げ和い未楓祉水 ‘l魚咲§便 l北咋放品吾叫炉淀値

県／一門62 （来，し））

6,8, 101,,a(、植）

閲 I這（檎

I b-vo -2300 IL1 c, 

/63 -25ユ 1'1ぶ

2b - 40 Meし
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3A02 中 l華爆史瞼：よ 5士·す流圏吟下物の滞釦卵1

地ヰ叱学研究協会
釘象研地痢砕

三宅糸推
o 馬威寺雄

中国の原燥突慮：：お 3 t-t流恩碍直町藁留時向について 1古）麻 I：：三虻馬成（／堺年）
が沖 3 I回，ヤ II/-国（ヽ 9 ?"れば文西釦 T 級）おいぴ沖／3回（数十 kT緑） 1：：：ついて報告 L て
¥). J。

今回は中国が行った教tい Tおよぴ数い T秘違燥膚：：よつて対；雌 Iこ放出された
唸r の滞釦蒻］を，東京1;: お 1戸唸r斧下量から；欠のような方法て推担定幻和にのて棘秩告

す 3 、
東京にお Iナ 3 月向降•F物中の '0Sr邊ぉょ戸怜／唸辻しからノ次杓き旧いて中国の原爆

虎寮：：ついてその？0Sr祷下量—t求めた。
A=()(Df-(/-O()C, 

すなわ夕 o< =(A -C) /c D-c) 

こミて•A lサ粘暴脊士 B寺向後の斧下物中の 8'ISy/'IOSr tt（観測｛直） / C および D i古われぞ··
血それ以前に行われたオ樟島，＼）古対象とす 5原爆実襄：：よ 5 降下物中の府向t 1: お
,t 3 『'sr/"0s,- tb i•あ 3 。 ()(1ょ吋象とす 3原爆突窯：：ょJ'1°Sr 降下董の全麻下管 1：：対す 5
刺合渇 5 ．ホ訊漂直伎OJ 97sr／唸yヒヒ~ I 70 と仮定 L) d き求めた。
上記咽からf尋臥X の計算値から，和れそれの原爆食験lミつ 19 てfOSr 月 1旬f今下量 (s)

E 求め 3 。

敷ヤ＆ T扱ぉ｀いが数否紅私の原爆突瞼で 1す，＂しそれ校庚験後 3~ 6 ヶ月とヽヶ月～
1 年 1豆で？0srr4 r量が検出浪界払下に減少す 3 。
｀斧下量（ s) の減少牢から，原燦果酸I2 よって放出よれた唸Y の滞留時向をギめた。
知 I：：数t KT ，点ぇに数ia.ft T と楓む水て II 違叩瞼：：よって対訊,~紐オ中

E 唸yの滞解甜伽計尊結果g L め（た。
表 1 で 8月らかなよう 1ミ，数t KT秘の原燥実稟：：： t 3 対i記囲内のi昴留府·向t古 20~308 て―

ぁ 3 ．又素知みられるtうに数否ft T級の場合には約1/-0 ~ J O B であっに。

吠察
対涜圏かのi昴釦栖 E 求め 3 ／こ／す，；知ような内越友があ a 。
原燥庚験て放出さ如り放射性物麿 Iも通祖教＋度吋紐lヤて，緯度線 lこそつて地球上 E
廂環い。切J]は放射性物盾の濃度今作がネ位一てあリ、したがって降下量の安筋も大き
¥. ¥. 

屈研Iさ以上の兵記考慮し，唸r月内舛下骨が極大き L め（た後』肯教函数的なi戎少
g L め l t;:場合tミつ II てのみ停留吋·向を求めに（沖 4, /わな、 Z3、な回杭戻瞭）。

中国の核史瞭で1さ，敷t k T ，牧臣 KT d}渇合）打J:_け·ら水「：：放肘性営のおざ叶直 I す
沈それii-~ Io ./c.'>nと 6~1バn と推定知い。 との放射性索の高さのかか、＇が澤留
府内の差の原因となってい 5 ミとは，表 1 あ•よぴ痕2 によって L めエれてヽ 3 。
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奈 1 ．敷十-k T 私ヅ麻晨灼験心戸濯困斧下物のi帯船痢句

校突瞭の 核実腺の 澤留時l旬 I 核租 文 祁
,:e:i紋 年・日・ d 日

沖 I l'il '61/.. /0. /6 30 90Sr J. N. B.Q.c.ft, p. K. KuYOd..a 

*2 回 ,6!i. S: II/- I 6 ‘'Sr f4. Tf..2.i. n 、 p. K. I< uyo んa

35 990Ba ‘‘ 
,, 

沖t/- 1日 tヽ． IO. 27I ;z.8 foSr 本報告

-ｻ 7 国 ‘ヽ 1. /.Z.ぇ4

力 l2 回 ,'TI. ff. I! 

力 I3 回 172. I. 7 え 2 ,~Sr 本報告

20 ～ぇ3 ヽf 三宅，尾咸（／？7'1-)

先 I t回 I''16 、 I. ZJ 

和2国 1,77. ?. 17 3 0 唸r 本報告

-;t Z3 回！ ’7H. 3. tS 3 0 ,, 

オ2難］ l '79. /2.(4 26 ク ', 

表 2 ．敷.G .fe T 秘0)原爆突験9ミよ 3 吋i釦厨麻r 物の；嘉紹蒔内

核突瞭の 核実験の 滞留時日向 l1 I 核 穫 文 肱
回紋 年月日

~3 回 ＇ヽヽ． r． ? 43 

I 
”寄 本報告

33 ', 三宅，思戒 (l77f-)

井 r 日 ’‘‘.IZ. 28 .1/-f 
,, 本報告

,t II/-国 ,72.. J. 13 ヽ？ ', 本殺告

ヽ？ ', 三屯，尾漱 (1?71/-)

オ I粍］ 啜． 1. ュヽ j-6 ,, 本根告
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3A03 屯克中に在在する放糾株核雑の定そ（ 7) 悌 25 国中国桂定酸() 7 ォー
ルアウト

（夕q大理） 0 佐藤杭珍，かサ紐，（ん大 RI セ）小息点男

／．はじめに 環境中に存在する放射能に朋逢した問題は追時再が注日之集めてK り、

¥の研餐の皇早俯滋噌大して‘‘るように，思われぉ．当絲実皇 1こち''ヽて 1i l '1 7 3 鳴以来
＃t々の環境祗計中の枕船鮭逍の定量ち”.,てゞるが，放射性7 ォールアウトの：箪は
I '1'7ル年から餞 Iナて行なって‘‘る．—―”となど天然祓糾能を除いた．フォールアウト中の
放射能滋蛉源が｀ずれも中国 d核実駁：によるものでおり、当研於宦ゼt過去何危か核実
駁の影響い検知した．現在まて＇．の大俵中放船能の党ィロ危追って”るI::.,第 I 6 回枝虔駁ず
伽量の放射能が放層圏に放出これ．以後生節免化之系しながウクt.t:しこ降下し；成y、したが、
為 2 I 回核定鰊によって再が成層園に99量の放紺釦f故出された．忍麦虜 22 回，第 2 3 

回．第 2 ゲ回と合秘けて実駁使が行なわれたが， 、、す＂れむlヽ大見木し，枚射能がわ這 Iこ放出さ

れ，連”‘に滋少した． そして今回の／,,. 0年／ 0 月/ 7 日に行なわれた第 2 5回中国
松釦験ヽこにフて 7 ヽ年以来戸 I: '1量の放射能が成層囮 1こ放出され，大机中の人工放船雑、
i紐虹瘍し＜高めた．”i" I ~春にはその放豹能吐°ークかいf見水，｛れは 7 r 毎春のt:゜
ークに 3敵するそりt沿る．今回の雑告 1さこの葛 2 5 回中国核実駄靡の放射悽フォールア
ウトに含まれる r 線放出校桂Iこつ‘‘て行なう．

2．史駁 試料の採I迅名古屋大疾9皇夢舒A館屋.J::. I：：て， S t"-p l e.x 社製 Iヽイ・ヴォ＇）ュ
ーム？エア・サンフ°ラー TF 1 A 型名用 V‘ ・ク｀｀ヲズ・ファイパー唸純(TFA~ 'F牛Ir. I 

0) を使用して行な，だ．I<.佑流量しよ／． O "'I.+ 』·必‘心 I ~ 3 日閑 1：：わたって I 5" o 

0 ~l/- 000~のを毎玄通した． r 練ズヘ°クト 1レの消’I定に 1古採場製作所製Ge(Lし）辛導怯
枝迅器 (5 0 c. ,,,,,3) と日立製作所製2 ()午 9 キャンネ）V波名分析器を用‘‘た． I ． “HeV
o r 緯に対·してi91 定条全体としての分絹甜能は 3.s ke l/.:ぉ•). t:゜ーク杓玉効奔は o.3 6 % 

て＇おった．計薮効李の決但には． s'I Co. "‘Ce.'”cS•”Hn"棟準紐汲を用、‘. kaa・希叙

し榜準＇すれ料としだ．測乞 1よ討か料採麻直．後及がク
Table 1. Measured nuclides, half-lives, 
y ray energies and y ray abundances 

Nuclide Half-life E __ (keV) Abundance y 
Be-7 53.3 d 477.6 0.104 

Ce-141 32.5 d 145.4 0.48 

Ce-144 284 d 133.5 0.111 

Ru-103 39.4 d 497.1 0.86 

Ru-106 367 d 622.2 0.10 

cs-137 30.2 y 661.6 0.85 

Zr-95 64.0 d 724.2 0.44 

Nb-95 35.0 d 765.8 1.00 

Sb-125 2. 71 y 428.0 0.30 

Mn-54 312 d 834.8 1.00 

Y-88 107 d 898.0 0.91 

Ba-140 12. 8 d 

La-140 40,3 h 1596.5 0.96 

~:i. o 日條に行なった．ゞくっかの言ボ約：：つヽ‘

ては数ヶ月 1象にも行なった．

3．結果 校即包量のでそた r 緯放紐釦
叫le 1 Iこ示す． 1 0 年 1 o 月/ 7 B 叫絃駿

咋砂れてか 9条知：： ｝の影響が棺記・ぎた
の 1;t. / /月 1 日～ 2 8 り試料か紅1らた．以

後大氣ヤ祖輝紐かり次第に大きくが、各耗
r 純放い紐6サ隻此乞れた． ”"cs,'九叫と
んビのう狂秘 5 検品されたが核枝によ，，てしよ
印柘 5検出て麟乞もいあった． 30 年春に
好ヵ． 1 1ヨますように放射能潰かt:.°ークif現
釦た． 75 年 F人釦放約能濃度変化から外楕す
るヒりれは繕25 回による放射能の1:::.0- クて•あ
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る阜かかる.'F4 ・ 2 に示す＇“1Ce/ I叶Ce比による邪析も残‘‘』'…Ce邊度が非鳶に IIヽさかった
ため今日の実験に対しては紐加．＂はなかった．現在他の方法による邪村が進行中て＂あ h.

后・ '1 に大気中 '”Cs~農度の経畦変化が示してある．戌層園中呪s は 4奈々に降下し減少L
て V‘ るガも大姓様な枯実験によって時々滋少分が補給ざれてヽ‘ろ．長見的に見ると一定の
幅には'‘5 つヽヽて、ヽるが，屑祖的産イし名見 5 れ，特に'I r 年心 0 年 1こかけては放船船紐
の参節梵釦＼｀とく現われて店り，乎均渇智呼閑約 l 与切咸少しているとうに見える．
F令・ 2 I ：：／穴ICe/ 1“Ce比 9 伶狂紺池if示してある． 2 つの燐モ rlレを使‘‘倉和村するヒ，ゲ

ラフカ1 り放豹能の起源が分る．第 23 回•第 2 4-回の時は成層園に富 21 回に由莱する
/if/fee吼‘って V‘ たので．以前行わ幻移析ではこのモデル名便ヽヽ，平均；朽時間をギめ，

放船能ガ＼｀対滋喧に放出されだ喜な紺綸て・きだ．合 1釦笏 2 5 回て＂は平均；苓溜時間在求｀める
争が＇て‘をす’'・グ｀ラフからはフォールアウト中の l'tl Ce, l lf.'tCeポ同一起源のものて＂おる手が矛、
そ水ゎに留まる．

命笞紐生ぷ枝枝祖eの大俄中濃祀たイじ及び”'1Cs/ 11 6e比，‘叫Ce/ 13'ICs比笞む用注細

につ‘‘ても籾告する予淀て甘ある．

137 
Fig.l The variation of ~-ｷcs concentration in air. 

14L,144 Fig.2 The variation.of ~~~Ce/~~~Ce 

activity ratios. 
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3A04 應瀑被囁花狛IFの丘＾452 叩らぶ及吋‘l知
追丈炉 lミよ 3 シュミレーシ砕照釘研究

鯰文（理） LlRL 阪上正信°厭慰i羞、l、村和久

鵡辰蝸這瀑嬬下かK てか~ 30数年繹臼砕臼，高分疇可採砂）検
這紅吋迂n-s,·加がスベ 7 トロメトり一（Z よ 9原燥紐f-- l迂雌鵠汝疇玉u-1S2.を．
栢喝レ).,,け‘し広島）、 底るほ岳）なこゞにつヽヽ乙検出＼た．（慕2イ＠放射（必営討諦法）その倹
iq 11年、純位．叩碑国（如恥灯y P油心peふ吋r)訊ヽヽ紅恥Si如 1 ぺ 7 卜 l_1 メトリー
も行なヽヽ品心違畔釦た。恥ぶ2 IJ要中性科鰈菌面福が賃00（心—ンも互｝｀半痣鞘
13.4 年と長ヽヽため祐燥後長叶闇遥 r恙料I」『以約集中抵み庚 n抵定1：：有ヵ 1濃和危之
砂る．ミ澤界環町這煤熱中性謬謡叩いため、大型荻料で直射攀l'J,泣
絞文学屎硯はTR) Iヽ寄ヽ、1...盆狛岩ブロ、7 ワ忘理射 l ｀シュミレーションを行わた。

A. ぶ硝違釦その解
恩禄中控子 l迂 3 裾鼻祓的館が校留す直和 l て広菌市丈手町（ふ直下南東約1000

（辺A3 薩叡噛畔釈碑之）いよぶ知沼迦の芯ワ＇）ート e［レディレク｀につヽヽt

LEPS（高紀産伝麟込M'P,厘冴 10mい、氏宴似、il) 12 よ 3 ぶs~ スペ 7 トロメトリーを
的 3 夜．干`- 9 11 カ包ヽット〒ープ疇滋 1 荷乳宮ヘギ｀帰リ函ボrl た． 恥s,加1-.~ 7 ト
豆トリー（ゞよいも危窟麟如認箋中の忌似璃朔麟 l;f.、来のtう（：し乙 m，た．
磁.~,i単位件翁知存在す 3棧将 85 {I輝罰過心のエネ（しギー E の支手が放出ぃ、 3 西
叫式か‘5 厄顔小釦倹出番で0)幻東中 Iむ豆直路の喝躯忘走虞tて本9 l），灯 I<,
全ェネiv や｀ー己ーワの計粒~c叩n) lな．検出釦軸上入肘史子束（泣打凜対検謁碍屯
いの釦姜依存娃（ヽ茎っ文補正フマ 7 ダー℃ （ヽよ＞て来まa'.){_th盆計敬率 C c.pm) か 5
巫ICY,(への痺練係嵩A t，希ばば小 3 r我佃エネ 1しギ―(j\蕗l椴：t ¥ c..求‘めてあ＾（↑（J魚対’1の
計茄令（GpW1) l't t oh を乗 L~ せ歪・パ冷り、て 5 1‘‘“ いのエネ Ivギー吐i叔恥磁
比噂す小ば、没1淀対像布和虹被知邁穀が付 5 り．便但した国（°‘‘1、梯積
＂和が2.rr.手固 m恥ぽ度分布状況豆で危釘叩転範雑いで．固伯）， I~, み 3 絶
狐憚幻ふ渇合の X 小も国 1ca） （炉40゜）（遥各々手す．

頑疇荘花菌恥 L如LEP幻スベ？・トしし碑 21心：?. ~O)J:'う（汀込企-ts2 l1l ~12 keVの
g-7 贅箇許て認ぁ§小た。 ヽのよう（ヽし L 菜町応否箇神社iで知索紅，図 3 I｀中叱
琺心よ 1) 遠、評釦低ゎ｀えっ口高く 73') て、、 3 が．唸枯花南岩廉側（ミっヽヽ'l. 1す｀升1走の
習ーの検繹逗直位置［国題がみJ 4 のの、コンク｀｝ートビ（しディングにつヽ心~も逢中
幻 n サーマうイ1-‘‘毛影笥応 l t危とげヽ 1.

B. 血級文輝況（UTR)1こよ）揺幻0 、7 ヮ這1恥麟
原県畔諷l c..ヽヽ芍ヽ，媛喘禄蒻ると（げ贖0\芯鯰紐蒻叡和 1 た．目41心
筍よう（湛認知ツワ (A、 F 砂心… 47函、 B~~ 6.>(応x伽魯叫） t隻いずム
そ--'1゜可固I記虚i辺お尼遠応、理射面't \た。知誼、守性初和誼許価情衷't.
いfコり企箔（組勺）（畷—::l-- U ビりム粉禾（か3勺）年か釦討入 l R4C1)を装
斎 l~。（虹位屋図4 未照）・ 汀魯枷を mTR(4W, ¢竺給Xl心I心． S~c.) fl\中央ストリl-
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炉ぼ傘Xに2四） （ヽ伸入＼ 1 約3甲錮射l~。照射終了後，粒t/zy浚荷（たの釘拭料
這町，合繕瑯ロユー荘 I9頌知．迦敦大和 Ge(Ll)検出知這l定 I た．揺
虹藷属郷會沼煽）飲鉛．で重遮蔽で小鰭e(L1) 検出器（躙蜆，柏対初幸16%I
46.~応¢逗·5必）0 ＾ッド上 I：：：の仕各々 2 ~3 臼器園l立 l た。
灯暉射埠中心心裳底 la、つざの [31ミポ析尺．粘土（天寒放術拉篠稚を合む）

げゞ忍翫在、7 ワの Mo必呼€疇（｀、パ揺岩ブロ、7'7違惰件直l虹，4464域
碍肉凜祐麟是CAhs．瑶．）を求峠．如．枯土 9和の Pb-.214, I釦44ぶ）柑打證認キ
鰭訊‘め．知虹 r2 仕64kev())Abs．研．で） 1レ-:Z.ライズ 1 項心研．曲稗い揺
怠和品炉， 122k匂（：：｝打 3 紬s．咄· e 釦．~t麟年） tい(/) r襟伽紐~Abs．瑶
疇l“`た． 以上 UT疇饂麒和麟国叫紐,i.
k(0.151 :t0、Oo6)必冶 I B: (O.114 ;t:0磁）噸 1 Cl (0、080:t0.004)噸 1 .D :(00年 o.o -l. S)p喝

E: [6.oSS:t o、ooS)や／3 、 F:(0.011 切．oo4)p &•(9 でみった・

＼ヽ否例えI8: M巧噂J輝払た A如7<11 UTI<て四頓如呈佃中性滋＇釦限か：
45 'I..10な／必sec這紅‘、 43両闇碕紐孫m.01x104k／ぷ甲。—方、誌這l畔和4q迅）の
雌蓬0、q厄噸t.4総知如紅俊畔切と認7崎由．渾配 UTR蜘疇澤屎と対応t't!.3 と
｛喝鰈祖裸I す、 2.4X1043n/c尻ミと麟叩。 如9Ce99st『'..99の e~• • 40• Sou 『C•99str i bu t9m • 2•99• ne 
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3A05 Falloはり粒麿1浦集 l」.I:し放射性核種濃度唄I]良

（九大理） 0 百島則幸，古本五郎，高島良正

（序裟〕

大気中には種．々の起源ももっェアロゾ‘‘)レが存荘しており，その粒径分布（コ広貶目（Jった
っていみ。 これらのエマロ‘ノ‘‘1レ中の放射性核種の如全分柿t;;t,放射At学的に非常に坦ほ
のあみ疇であし。 狂，これら遠種碕汲器知バ受t奮積1ゴ，拉知揺な閑
係があい：：：の株逮物理の面がらも重要な問題である。

本研究では，大気中エアロヽノ‘‘)レを粒径別に捕集し，放射能溺I炭と行い，粒径と放射能の
闇珠も充篠した。
（美唆J
エアロ‘J‘‘ルは九州大学埋字部屋..l:. (地上約 2年）で‘措i集した。 如競l楠集 1ては．マシ
ダーセン・ハ A ポリューム・寸ンテラー（凍田ht.学）な用いた。 この装置(:t笏紋夕孔翌
1 ンパクダ方式に」り．粒社：も 5段1皆にが1 て捕策すらようになっていら．
紺暉回I:!知様になってい;.
第／段： 7, 0))- 以.t.'第 2段： 3.3~'7. 0))' 茅 3 設． 2｀0~ J.3 少｝
和段: /. /~2.0ft, I'\ ックづヽ‘Jつ゜フ 4)レター•. I. I))- 以下
碩Klコ東洋ら麟 B -IOO 尺を使用し．シ氣達Iコ叫J.. /m.iパ‘‘行った。 オ南算． ，ら令代は

つ゜レスが型し Ge(Li)半導体検出翠石測足を行った。
[ 会諜J
昨年/0 月より今年<l> L 月まて‘、 7 回寸ンアリングt行った。 その結果を表 1 （こ示す。
連常検出されな桟種1'1'ワ B e. ,'37Cs 等て‘‘あるが‘, n評
/0 月 /6 日に大気困内で行われ1て中国枯笑瞼I淡終回すら放射
性核種が‘,No.2以後0 試料 1-;: 晃らり。 波射注祓種濃度
ぃ峙問愛ht.も図 1 に子す。 No.1試料には．今回 0核美瞭
にJら直砂ら放射性技種 1ゴ全く検出されていない。
狂， l訊 17日がL, /0 円 23 曰まて‘‘の全国の様翡扉ょ紅奴憚，，，＜

詞の結果lこおいても， 核美駿這澤鷹とみり厄故射さ
麟疇出されていなヽ‘l)。 しがし， No、 2試斜ヤ‘ぃ濃度は：
応ぶ‘~41C,e, (32日）， /0.3知（ 3?．匡）等噸釦液出されら ~ 

こと．より，核今滉埠成物］は茨瞼後方なくとも 1 曰日以降l:
地上に缶してきfてと思われし。 オf;:)呼器恥絡遷団ら

に涙って大気中ぅ叢危1:r囃加する碩向も示す：：とより）オ荻今
裂生版物はかなりの高度まで‘打も上げらrt/~令l1.に降下し
ていると思われら。

核種濃度1ゴ》拉径が小さく立ら 1 戎走って咆ヵ'01 ら碩向を
示していら(tlo、 11謹叫）． 核笑瞭が天気高層で行われ
）地表戒今幻昂入がない湯k, -1J‘なり小さな拉径畔立子が‘
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表 1 各フ刈ルダーに瑾‘寡された放射性枝穫環度（的／/00ぷ） 塁
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Nuclide 

7 
Be 

137 
CS 

95 
Zr 

索
平
益
雰
涵
’
泣
一

|
1
9
9
1
 

54 
Mn 

品
ゃ
よ
、
芯
f
l
H

141 
Ce 

Particle 
size(ｵ) 

7.0 < 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7.0< 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7. o < 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7.0< 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7.0< 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7.0< 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7.0 < 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

7.0< 
3.3-7.0 
2.0-3.3 
1.1-2.0 

く1. 1

total 

以
10.17.80-
10.25.80 

N.D. 
4. 98 士 0.21

N.D. 
N.D. 

2. 09 士 0.19

7. 07 土 0.28

N.D. 
0.025 土〇． 014

N.D. 
N.D. 

o. 025 士 0.014

0.050 士 0. 02 

N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D . 

..... 

D
D
D
D
D
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N
N
N
N
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D
D
D
D
D
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N
N
N
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Ce 
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RU 
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.
 

D
D
D
D
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.
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N
N
N
N
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D
D
D
D
D
 

.

.

.

.

.
 

N
N
N
N
N
 

No ?' 
10. 25. 80-
11-18.80 

0.28 士 0. 05 
0. 62 土 o.oa
1. 51 士 0.08
2. 63 士 0.09
11. 1 士 0.16

16.14 士 0.22

N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 

0.015 土 0.005

0.015ｱ0. 005 

0. 035 士 0. 009 
0.051 士 0.02

0.055ｱ0.02 
o. 054 士 0.01
0.19ｱ0. 02 

0.385 土 0.04

N.D. 
N.D.ｷ 
N.D. 
N.D. 
N.D. 

N.D. 
o. 021 士 0.007
0.048 士 0.01
o. 059 士 o. 008 
o. 34 土 0. 01 

0. 468 土 0.02

N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 

0.015 土 o. 007 
0.056 土 0. 007 
0.071 士 0. 008 
0. 090 土 0.009
0.28 ｱ 0.01 

0. 512 士 0. 02 

N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 

凶
1.24.81-
2. 9. 81 

o. 61 士 0.10
1: 06 士 0.14
2. 95 士 0.19
4.39 土 0.20

18.4 土 0. 34 

27. 41 士 0.47

N.D. 
0. 033 土 0. 018 

N.O. 
0.061 士 o. 015 
o. 10 土 0. 02 

0.194 土 0. 03 

0. 21 土 o. 02 
0. 76 士 0.04

1. 04 士 o.os
1. 42 土 o.os
3.45 土 o. 07 

6. 88 士 0.11

N.O. 
N.O. 
N.O. 

0.03B 土 0.011
o. 037 土 0.013

0. 075 士 o. 02 

0. OBl 士 0.01
0.20 土 0.02
0.35 士 0.03
O.SB 土 0. 03 
2.54 士 0.06

3. 751 土 O.OB

N.O. 
0. 32 士 0. OB 
0.46 土 0.09

0.64 土 0. 09 
1. BO 士 0.13

3. 22 土 0.20

0.12 土 0.01
0.34 土 0.02
0. 75 土 0. 03 
o. 94 士 o. 03 
2. 8B 士 o. 05 

5.03 士 0.07

N.D. 
N.D. 
N.O. 
N.O. 

0. B9 士 0.15

O.B9 士 0.15

“ 3.5.81-
3.23.81 

o. 27 士 0.05
o. 62ｱ0. 09 
1. 38 士 0.11
2. 55 土 0.09
9. 27 土 o. 20 

14.09 土 0. 27 

0.011 士 0.005
N.D. 

0. 041 士 0. 009 
o. 057 土 o. 007 
0.11 土 0.01

0.219 土 0. 02 

0.16 土 o. 02 
0.50ｱo. 03 
0.94ｱ0.03 
1. 28 土 0.03
2. 94 土 0.05

5.82 土 0.08

N.D. 
N.D. 
N.D. 

0.025 土 o. 006 
o. 061 士 o. 009 

o. 086 土 0.01

o. 073 士 0.01
0.13ｱ0.02 
0.29 土 0.02
o.so 土 0.02
1. 33 土 0.03

2. 323 土 0. 05 

N.D. 
0.17 土 0.05
o. 61 士 0.06

0. 85ｱ0.05 
2.12 士 0.09

3.75 ｱ 0.13 

o. 078 土 0.008
0. 21 土 0.01
0.49 土 0.02

0.69 土 0. 02 
1. 79 土 o. 03 

3.258 土 0.04

N.D. 
N.D. 

0.18 士 0.07

0. 37 士 0.06
o. 85 士 0.11

1. 40 土 0.14

“ 4.17.81-
4.27.81 

o. 50 土 0.14
0. 57 土 0.12
1. 00 土 0.15
2. 59 士 0.19
9. 24 土 0.28

13.90ｱ0.41 

N.D. 
N.D. 

0. 050ｱ0. 01 
0. 083 士 0.02
0. 22ｱ0.02 

0.353 士 0. 03 

0.20ｱ0.03 
0. 36 士 0.03
o. 95ｱ0. 05 
1.48ｱ0. 06 
4.17ｱ0.08 

7.16ｱ0.12 

N.D. 
N.D. 
N.D. 
N.D. 

o. 094ｱ0.016 

o. 094ｱ0. 016 

0. 073 士 0. 02 
0.10 士 0.03
0.21 士 0.03
o. 43 士 0.03
1. 24 士 0. 04 

2.053 + 0.06 --= 
N.D. 

0.37 z 0.09 
o. 83 士 0.11

1. 43 士 0.13
4.65 士 0.16

7.28 z 0.25 

0.095 z 0.02 
0.13ｱ0.02 
0.36 士 o. 02 
0.65 士 0.03
2.01 士 0.04

3. 245 士 o. 06 

N.D. 
N.D. 
N.D. 

o. 42 士 0.13
1. 76 士 0.20

2.18 士 0.24

Np. 6 必． 7
s.is.si- 6.4.Bi-
6.2.81 6.16.81 

0.39 土 0.05 0.29 士 0.12
0. 47 土 0.05 0.47 土 0.13
1.24.ｱ 0.07 1. 52 土 0. 22 
2. 54 士 0.10 2.43 土 0.19
0. 65 土 0.05* 6.88 土 0. 32 

5. 29 士 0.15* 1 1. 59 土 0.47

N.D. N.D. 
0.020 ｱ 0.004 N.D. 
0.053 士 0.005 0.072 土 0.02
o. 088 土 0.006 0.11 土 o. 02 
0. 027 土 0.004* 0.17 土 0.02

0.185 土 0.01 0.352 土 0.04

0.12ｱ0.01 0.13 土 0.01
0.18 士 0.01 0.19 土 0.03
0.63 ｱ 0.02 0.44 士 0.04
1. 16 士 0.04 0.76 土 0. 05 
0.21 土 0.01* 1. 62 土 o. 07 

2.30 土 0.05* 3.14 土 0.10

0.006 土 0.003 N.D. 
N.D. N.D. 

0.020 土 0.004 N.D. 
0. 037 士 0.004 o.oso 土 0.013

N.D.* 0.078 土 o. 014 

0.117 土 0.006* 0.128 士 0.02

0.024 士 0.007 N.D. 
o. 027 士 0.007 N.D. 
0.12 士 0.01 0.11 士 0.03
o. 22 士 0.01 0.14 士 0.03
0.040 士 0.008* 0. 34 士 0.04

0. 431 土°・ 02* 0.59ｱ0.06 

o. 21 士 0.03 N.D. 
0.20 士 0.03 • 0.30 士 0.08

o. 78 士 0.04 0.56 士 0.09
1. 43 士 0.06 1. 19 士 0.10
0.28 士 0.03* 2.60 士 0.13

2. 90 士 0.09* 4.65 士 0.20

o. 049 士 0.005 N.D. 
0.071ｱ0.006 0.077 士 0.02
o. 22 士 0.01 0.21 士 0. 02 
0. 45 士 0.02 0.24 士 o. 02 
o. 082 士 0.007* 0.55 士 0.03

0.872 士 0.03* 1. 077 士 0. 05 

N.D. N.D. 
N.D. N.D. 

0.28 士 0.05 0.15 士 0.08
0. 56 士 0.06 0.35 士 0.11
0.12 士 0.03*. 1.13 士 0.17

0. 96 士 o.oa• 1. 63 士 o. 22 

メ I ヽ‘‘ックアッフ°フ4 1レター 磁ク演の↑＜め湛裏が‘h似ャんていみ。



3A06 大気中の郊l<い農度が和1走

（九大理）高島衷正、遠矢略人 （九大工） 0 同井畠煤
（如1‘1環境蜘協今）白石直典、松田i言咀

気格状の放射性核種は）一度大気中に放出されらとそ k tキ献足すしことは不可競に近ヽ‘
紅‘，枷力天然レベ‘ルに近ぃ濃度て精ぱ、モニダーして，一緞環境の立気中滉渡も上 1fない
ようにすることが沙要である。 現社の大気中の移笏：発梁派の榜積埓原子力施設起癌、の核
種のぅ農度は慾く，バ本に影誓と及ぼす午呈のもパ‘‘はないが‘，将束原子ヵ間発の発展 I こA半っ
這子力発孟所ゃ核ヵ蔚斗再処理工喝が‘犬型止されることを汚えると｝ zsky lコ十析真菫に
為慮すべ‘き核種と方えらt\,1;,. 叙々は昨和本討論虐において『大気中の知和狐射性
グリアトンの滉l足法』という子ーマて‘‘，犬気中の 7 リアトンの擁集，分離，検.:t. I-::閑すら
輝結果及びこ K しの結果を某ぷ労案した K Y分蘊装置について報告した。 そが友、さ
しに装翌g,]、翌止すら 1a If)の戻隙な行い、キ寺閃運び可能なつンペ 7 トダ 4 つ゜のい今潟環
置た製作して犬気中のgs Kr 濃度げ浪L t：：のて‘‘孝及告すら。 また，景迎フランズて｀‘ぅ則楚
され賃糾果じ叙l1.の地＼足デーダとの比較も行う。
く装苫＞
装置のっ‘、ロッ旭虚 1 に示す． 装置 11磨さ 3 ?'I\.元のア）レミ板で幅4-5c允，高さg o

e仇，奥行 30 c-m.の和科昨り，これに以下に述べら部品も紐み込ん↑ミ‘.
①ダストフ 4 ルダーには〇． 3)). のゲラスフマ 4 バーフ h ルターと用いて，大気中の麿咲
を禽ヽた。 ②積庫記量計は品 91l精檄甜）の東乞式ガ‘豆ークーも町‘、犬気吸引量繹l良し
て吸引量がし犬気中(/)gs k r 濃度と計篤すしこ~ 1~ L た。 こf\- 1 :t k r の大気中井托比が‘
1. / 4- PP ?n以外(7)t砺所で‘て｀、もgs I< r 濃度の唄II足がて‘‘きるようにすZ..t~めである． ®モレ
キュラシー1‘、トラッフ゜はステンレスス千ールで‘炉），モレ共ュラシーブ‘13 X ん 4‘ノキペ
レ、ソト 2 5' 0 手も虎遥レrて。 大気 I o o o 必を吸引し1ぅ易合·，大気や水み丘二攀t茨素と
| ()0 °/o除去できし。 ④知フー）\)\-ラッフ゜もステンレススチー）レて咋り， 4 へgメッ
シュの池性炭 I()o a l 充複し七。 K Y のキ甫集効卒lゴ 9 が／。て‘‘ある。 ⑥大気曲］用ポ
ンフ゜ I"i真芦機工（キ粉叶和ポンフ゜合 C- 20  D 型て‘‘，犬気を毎分· I 7 北の達さで引くこと
が‘て｀‘ぎし。 ⑥カラムは KY と他の気
A本 (02,Ar,N.z, GH4, c,,o, X e.蔦）
な分離孔fa ののもので‘1 外栓：g'1!1.仇

泉さ 200 c吼の銅心フ゜とだいて
昨っt::。 ガラムの花遠剤 1ゴモレキェ
うシーブ‘5 A (go ~ /00 メッジュ）
I 6 }這疇(l?0~/00 メッシュ）
0．砕·のぅ毘釦勿谷最邁であった。
⑨熱碍度我以ふ(TCD)I:r柳本製
田打製匡癒咀ヵ‘‘ス紺れ祁叫烏のものも
没用して）カラムがら気済が‘ぅ広出すし
袢寸；レコーダーて｀、読ゎとれしょう 1 ：：

P匹

sc!nt! llator 

Molecular Charcoal 
Sieve Trap Trap 

Collllll Viol 

f!g, Flow diagram for separation of krypton 
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した。 ®カラムて冴灘した K Y はバ 4 ア）V に導き，シン千レータ 1⇔滋研する。 シンナ
レーダはトルエン l L iこp p o 5 名 p~p o p o.2 月な洛研したものと使用しt-::.. ｮ 
バ‘／戸‘｀はボ‘-)V べ I レフ‘/2個も使用した。 ⑲各部も糸叡‘‘配嗜 11外径l:, .35 -mm 中の銅ペ
がアを|吏甲し，詩•統l:t.鈍みう A寸 1t t行って，装置-(/)終慟 1~ よって咸穫のないようにしt::。
く結果＞
大気中のis k r 濃度X( p C i／点）は次の式て‘計算した。

x = (Is -I B)X I X 1 000 
ER • E c. --2. 2 2 - V 

ここで‘,I .sはサンプ1 \1の言湛知羊 (c p')"/'\.), 1B はバッ 7 グラウンドの言t劾率 (c p 

Tn. )>ERI叶＜ r の回収率であり本装置の喝合は刃4-°/。 ,Ee は和わ‘／ナレーションカ
ウンダーでの 25K Y の言t赦効率て‘‘あり本測定で‘は 9ム 2%)、 Vl :1.大気＂及引量であり本測足

て‘‘は!; oO よと組 1 した。 Tobie Concentration of 85Kr In the atmosphere 

肱賢県猿西町波ア岬回氏扁合敷池内
｀刃亨構内で嘲I足した綽果を表 l Sa叩Ilng dote 

l ：：示す。 ぅ皮戸岬国民為t- 1-1九‘)‘J‘I 電力 Nov, 30, 1980 

（株）玄海発彰賢ら約 5 に離れた場所 ］：間は：悶悶
に位置していらので‘, rs K Y 濃度が‘―
瑕環境とど‘の経度虚うかを見るために
痢足したが‘)束 1 からわからように両

考(/) P贔差1ゴ見られ↑」かった。 表 1
碍誌l:t, / 0介間 I 0 回測足しt』時
の統計紅ヵ誤差であら． 叙々硯涙
綽果戸，視知大気中(l)g勺<y濃．度
は約2l pCi ／叫て｀あ L ことがわかった
。 また，patti et必 2) がフランス
て‘‘測笈し T：結果と叙‘々の痢］足結果を比

較して田 2 に示し↑てがよく一致してお

り叙‘々の和研更な K r 麟認置て‘‘十分
l 吠気中のll:S Kr 濃度の迪l丸がで‘きら

Location 
8 5 

Concentrat ! on of'"Kr 

(pC!/m3 J 

Feb, 19, 1981 

Mar. 17, 1981 

APr, 3 』 1981

Jul. 14, 1981 

Hato cape,Saga Pref. 
Hato cape,Saga Pref. 
Hakozakl,Fukuoka 

Hakozokl, Fukuoka 

Hakozakl,Fukuoka 

Hakozakl,Fukuoka 

Hakozak!,Fukuoka 

20.8 ｱ 1.5 

19.6 を 1.4

20.3 を 1.3

21. 3 士 1.2 

21.8 士 1. 3 

20.5-:!: 1.2 

21,9 士 1.2

26 

24 

22 

• Patti and Bou屯eon0979)
• the present work 

~U
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.
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YEAR 

Fig. Evolution が'Kr concentration in the'crtrrospr,ere 

l) 第 24-回江知這討論な要旨果
3A l 2) 2 i 2) (/？芯 0)

2) F. Paサi et o.｣, J. (<..a.,Jioo.-na./. c-hem., 5b (I 9 l? o) 22 / 
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3A07 遊産生物屯茂定おい嗽祖庄J./ \'Jレトの即徐

園曰認莉已ンダー） 0随 D英雄深津ク冷 中ふー双枇川成司今沢良章

1 、 lなし刀めに

素心爛牛 l</i侶覧、芯咬凸じ種々の人工奴籾虹亥種の森圧広碓認されているぷ
、これう（す主ヒして該実験Iばな名のと考えうれてき「こしかしなぶう、が松屈 1：於てi;;f
原記這電祈吋どの施嘉砂釦似く見込よれることかう、硯丘りでに環境ヰ Iく存在 L ている
人工放船繍叡｝司定とそのレベ lレり把珈口区（し続状熊互知うこと l疇虔放扉碍
句り上吋蚕専Jこヒと倉える。
印麟1す、翫麟応絨嘉這麟鱈疇態冥町るため、海蓬揚、｀
喜定着注麟生物tiう仄／＜賊足羨負（いか）、愛懃rJと＂回逹柑羞羞／主物と分祈対象試料と
し、宕定、yi 5 幻淑姐｝生コバ）し卜五府力『するとと名にこれう 0)町係g朗べrく。

2 、訳科
試料採取地皮としこ日本滋雁怜北海道、新潟、福井、太乎洋測の宮灰、東京湾、東げ
海0 長埒、底児島、沖縄ゑ逸訳、これ汀廻臭かう5丘 55年の 3 ヶ年 1 くのに直足嶺（い
か）、創媛彗巖艮嶺尋取した。⑰、いかについ雷贋尉疇Iすむ3身カツ
加以外q灸ずば冷体互介枷忍した。

3 、分折

採取し T誨表生物ば襲骨互 I すかり、大型埠艇皿 lく祷し入れ、 105 もで約凶時周乾煉筏
更に＄匹℃か＂‘勾詞双化し ‘°Co おぷ仄を定コパ lレト a令町1：：供した。 ‘°Co 0定量 lす麿イオ
ン、f易イオン妥喚樹脂カフム互用い z 、 先。鱈卸謬的 9オ綺l くし「コのろ、魯祁止 l鬼
羞し、 2厄ガスフロー型肱パゥクグラウンド召刊釘教喉凰で計教玄竹fわた。一笈定定
コパ）レ}- 11 I ．ーニトロゾ← 2 -fフ}-- -)レーキシレンでコバ）レト互抽出し、分光光要討乞
即て吸克度む則定し哀めT< 。

4. 葬果7d＇う仄l逹寮
海考生物 0. 60lo の濃度 l膚粒lへ「フ直応訊り、いかの門鵬訳t ]厨 mo.1 ん泣，

pじ 麟lJカヅオ、マグロの四膳虚⑤検成さ孔f［か．った。貝葱（こついて）す0、□3f'“
霜り、蕩藻について I1福廿県者以外呪叫叫検叩れ Tげ‘？た。一方、安定コ）ぐ）レト
（くついて） 1 生 1 kg当り ”‘23~4グ9;~ I 愛媛4噂堺 I 呉類42~47知況／邊藻 7忍匂
であ？た。これう疇泉Jり、いかq直臓疇 lす灸媛繹頚より ‘°C。忍取り麟鋼
困示した。いかfJう叩頂隷l1北海這、かう呻繰に至るJ 2冷l亘的に被広ざれた。国 1 に過
玄砂年り碕奏万得江疇渤じ彎、計教誤差°I 2 倍以上<J) 6oc。尻検叩麟いか（
疇）心叢（こつい 2 60＆と守定コパ）レい列莉紅示した。いか（内臓）につい嘩割厨
佐鱈‘めた腐相疇数l10`77 と rJグ 160(。違定コノ<Jレト）J非皐 I ：：す叫扇にあかど奴
明うかと工 T<: 。その比放船能 (£oe'0芦／ Co俯） l i ao2/::t叩／1,でんた。@J 2に沿岸
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如年代表す認ね□ 繹、蕩麟｛くつい？toco と宮定土）レ日）約糸謬した．
鐸喝lこついて謬疇低這う払r』かフ「ぶ、福井礎危直＜這麟敦l す O、 64 となク
J這関疇てみうことべ判明し「：：。稲サ堤考と底［エ疇麟l1 暉岱麟{J029
てあり疇厨いかより·—桁如直 5 えしている。員翔など I疇靡 1碍息している「：：：の
滋氏む渇雰もその要印—っと麦え汀しか
戸戌噂うい疇撞海免生筍戸1,oCo 疇源としこば、北海嵐ヵ、ぅ沖縄に全ぅ釦羞
地謬訊mrていか、カッか1 四祇□ 1止疇r-:., 6ー Co噂幻れていうこと、坦虚儀
幻共較的一定な紐を示すこと刀どかう I奴0 年久、ま、ソ両屈疇7バ丸Tc蒋史験に以｛
のと I鯰て］かしかし吋がう、一茄珂福井虎瑳海考ダ物に見られ「：： 6°Co Iすいかり囚戴万
どかうチ葱、うふるtt放布釦災 7l り宅定コ）ヽ＾ 1レトより‘゜ら疇く取り込んど｀あり、廉うカ
施設1-:: ずる杓饗這むい。
以上のこしかう、いかぉよ灰カツオなど‘り回泌柱海免紅加誰昼かう I i{且ぷ同辺）毎成 Iて
つ川之＼一方、負頻、滋訊叩濁定着柱海度）王物かう 1l 庁取地域Iこつい Z0 壌わ虚能
り状況紐うこと灰公オ「く。
なお、冗噂盈填叩叩：：溢舟生物に 1す 60C。追1て 7戻 1'囚冨 1 /1万 1 /37(ｧ 

｀な戸叫噂麟t稜出て"、3 rて c 今後，｀q該種い）輝いfl うかにること
が海洋邁境成卯能·い釣蒻する上で重象なことと芳えふ

文献 丁．/Z.和Isom I D. だ． Y“惰

国 1
州
•
‘
‘
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o.. 8 ..
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• "...9鼻（内●）

• •い＇置い（内●）．彙●

ｰ "尋置 4ん（ n●）．彙璽

9が

1) 

• •a .t •一",—→4,..“9990• 9-a" 
（イカ内纏0み..●●定）

船加厄認んg63(/f筵）

州
•
ぐ
‘
-
3
•
•
3.. 

回 2 貝類．海藻類の "Co とコパル 1 との関係

●"年置員塁●●●鵡

• 9 •叩鸞具●●●●●

0 "●置叉●●●●●

""-"．ー 9 9,-0•9 +“"”9• 9-“` 
(•片彙＊●く）

・土●太●尋

竺：ふ•'i'..ぶ：y99ソ
•• • 

釦

ふ•. i”999）曼みら
（拿ッグワ 9)

鱒
得

' 
•• 
! )

T

'

b

ｭ

●
が

( 

ャ
i
g

r
 

ー

~
 

T

人
丁
l

) 
n
 

l

,

 

ィ
、
．
ベ
争
｀
·

9
9

専

.,“ テ
ム
―
ー

~•5"

t 

i
や
：

5

を
f
坦
急E
m

5
.
心
-
kt

,
•
”
g
汀
＇
1
g
“
i

真
拿
筐

・
ユ
茫
茫
[

)
 

"
 ( 

f
 
”-.-心

g

• l 

" 
99‘ 

9パルト ”ノ9•主

“ 

"
 

コ＾●卜 •C...

-203-



3A08 

（概要］

濯翼乎蟻輝籾訊恥麟詞這定

（立炭大原研） 戸村礎見

敦賀｝葱竜Iこち｀げる一般排水への放射性物貨喝洩事故皮直ちに各原子炉施設、て｀凡管
釦枷が‘り放出される一痕恥：：つヽヽても放射麟噴像度0)測定和庁われた。二れりテ
-1 を正多贅伺するた勾 1:.1ま，原子炉施設仄外の一紋排9K絶珀：：少 Itな旅和紐縫の種
頷臼量を正確lこ把梶する没滓がある。も二てロー紋夜庭排7K 用のマンホー Iレ'.::.畜履した免
土左採泉し I Ge(L i)スヘ・クト a メト l) - Iこ上る放射性枝程の介机2 行ったと二ろ／天然
虹祖崖挫， 7比刈 I汲積が難鹿汀紋検出され 1.:.. 。これら釦澤彗暉遼
濯を哨りかにするため，貿い杖程り存在翌の比~ H/,(,11...ter-B,,Jj_。t,L I趾泉かり板グ裂ぶ起
った日叶乙琥応 1.::. 乙.:., I I}'l c5 左深くJ i:汀這の組合佐左月り-z.:fr I は 1心司ーの結
果疇りれ／これ b 核程の起燦が l ? f 0 年 /0 月 I 6 日に中固可巾れた杖史慰：：よる
こ L 穴咀りかにされ 1.:: 。

（測定J
ゃ~ 3 年前に設置 L' 主乙して雨ポぷ念．入し， lまtん'(.,`清坪｛たこ乙のな介った家庭マ

y本一 Iレの 1t.:tをI? t I 年午月 30 印噂泉し』蒙気飩煉器て｀ l／ 0 ~,3o• c.. -i:｀乾、索~した滋
末如，#" 1) 巧りパ与岳げ、‘I I\，，ーウェア）に)j_ 1!‘ー 1心に積める。この状か畷宣

量 Iま I13, 51 っ‘'あった。こ“"“r ~ s-o ml I I J立頌―吐 LJ汀バ糾能1keT
の CTe 釦）杞器 (Caれ bemr^ Mo砿 7221）の忍：：：密着さ也る． H ；9 ん v。狂7e fow仇
$ILffly (Canberr̂ Mo以 3/0.)) I Spe.c tr--oscor7 的Ii西 (Can如ra Mo戚 20/o)J
々(') 1 iチャ、／J Iレ浪高介枡機（ Cぃn,herr^ fIOO MCA) を組合也，/ tャンネル- lk訂
汎整 l, .r月 l, 1, 3 B lゴてれ尤爪i o, 000 秒っ‘‘つ計杖L 1::.. 。デ‘- 1 をテレクイ 70

（知西ter-·)'(,和ッターで｀統み出し＇各七゜ークのカウント荻巧計笥に‘求めた。
試粁印 l司し吠とこのボ’リエチレソ暇牲I二 l<Cl 免月末 (20み， 7 i）ま充高 L I ,t柑井と同

清、ィ和‘2., 0 00秒間計杖する，i'OK~ I't6(J.7 K汀がンて線d)計穀率'£. I.r2.臣叙｝＂用し）
遺りれた麒履灯麟砂エ4' Iレギ‘- 3濱効痒曲保を両対款方眼紙にブロッりす
る。::.."曲腺這 l,'史熟村｀秤滋射性咽約紐(f叫）のオ良笥幻わた．
〔猛県］
性終？日間， 9奇一誅‘竹をi雄 L ¢ol”゜炉遺款L' ウ 7 ン、 I、I)＇九条約1、外汲

出され 1滋釦峠、 1 乾紅邊当りり鯰（p C;/7), なり炉に計敷 I:..ルパ況危 u rr-) 

幻表 l.::. 示す。検出さ胤た柱桂I太，， B e. I 仰K),i....外 1ますへ、で根ゲ製生取‘枝棺""t,`ありJ 3l恥繰
逗し介祈の経泉l項現性もかなり良わた。主た， ＇J｀胚 1二つり-z.. 1 tエネ）レギーの皮る2..

”f:;.“-71::.. つ心乙；紅計笥た行った経泉も良IJ一致が見りれた。項哨机りす性物知 L て
＂手見される”加， 60(0 1::.. っぃでも計算立行ったが， lいい人汀知渡界，二近かった。
＂使鳴りれ1手県Iょ，土4訊H乙仕校すい四1能；農1t-t f高{'二れ It...マンホ、

-Iレのう尼土が和灰 0はを哺｀屁L, 係井する能力が高l ためと角えられる·従っ-z.'井胚
の放射記普現 I::. てン本_,レ？た土左仕ぅ乙ぎ，も「-,JJ,-o吠の寄 4 を,j氣老に見栓る史要が窃る。

-204-



表安庭てンホー Iレ泥土中の放和綺賃の像度（的／~)

枝棟刃呼‘(J(er) 5 月 1 日 5 月Z, 8 r 月 3 日 平均

／仔Ce (l33.r) 2、S2, t.0,09 2、 60 t.. o,07 1, 't紅逸 01 J., ,Sl.土 o, O'f 

I'flCe (I吋，牛） o,'f'f to,02- 0,'t:2... t. 0,02- 0, lf 1.土O,O'J... 0，免3 土〇， 02.,

,, Be. ('f-11.6) 'f. 7 3 t. 0,/1 't,勾't士 0.97 仔杓ば： 0、 17 午化名士0,/ '7

叫＜u （午no) 0，午 3 土 0,0 2.. 0 ．ゲ O 土 0、 01 D,36 士 (),OL 0、ゲ0 士 O,OL

呪ん位/,1) o,66 土 0,/3 0.3J―土 o,/3 0,'/ 0 土 0, /3 0, J 7 土0, {3

/39ら（叩） 2-, I 0 土 0,0仔 /`,『土 0,0 't 1., oJ..土 0, 0'f 2-, 0 3 士 0,0't

呼r(6f6、5) 2.-, /3 土 0、 3 'f l,3 乙土 o, f/ 公午ど士”゜ l,? 『土0，秤

唸r(72'/:2) l̀ 82 土 0.06 l,“ :t.. o,os- l¢'l土 0,0J /. 7 z.士 0、 OJ―

唸r(m、7) I. 7 /:t. 0.0r l 、¢ 1 士 O,OJ- l,62,. ｱ.0, OJ I,67 士0．研

叩b (7叩） 3 、1../士 0,0午 .3, 2 3 土 0.0 午 3 、 I I 士 0,0午 :3,/ t士0.of

巧仇 (83紅） o.O 'r士 0、OL 0./) 午t. o.o 又 0, 0 午士 0、 OL 0, 0 午to. 01..

呪。 C1m.1) 0,0) 士 0,0え 0,0 凡七 0,0え o. 00 士 0、 OL O,OL 士疇doJ.._

60(.,0 (13Jえ．'t-) 0,0?_:to,02..,. 0,0 / i:.. 0,0 た 0, 0~ 士 ()9() え o,() た士()、():z..._

町＜ (I 午¢0、 7) 5, 『'7士0．紅 6, gも土 0.“- 6, J-/士 o、 6 え b, 'f l 士 0, 、人

鯰
”
o
b

れ
a
t
危
ら
店

れ
こ
り
乙
れ
に

乞
応
す

Iー
に
右
め
『
一
中

紐
国
斥
に
瞭
り
た
，
土

こ
噸
宇
ょ
う
．
り
死

宜
比
皮
日
旋
よ
り
外
ル

I
m叩

0
□
[
L＝
に

し
た
の
日
ー
巾
紐
．
杵

7

ン

に
れ
千
I
J
午
行
の
村
な
マ

止
．
り
搭
z
f
O
、

P

ら
，
の

を
碍
d
J
)
均
，

m

；

V
}

直
，
定
日
乎
あ
中
。

K

り
な

均
り
逍
（
わ
に
る
作
李
乙

乎
か
た
間
l
|

卜
を
日
れ
が
ウ

l
)

の
怠
れ
す
“
わ
が
す

紅
9
か
“
午
ぇ37
6
ケ
」
□
1
3
I
o
悶
嘔
疇

5
~り
丘
7
（
厄
心
言
5
心
い
こ
：
る
。

忙
i
に
付
n
2
1
1
6
:
4

J
仕
り
さ
り
舒
定
、

Y
れ

射
如
．
？
校
と
茫
な
の
挽
一
わ

紋

5
よ
日
堆
ぃ
り
も
か
忍

た

H

の
乙
ボ
迫
な
で
ョ
ン

れ
·
一
）
／
午
'
g

L

サ
・
月
~
乙
月
『
か
え
シ
d
J

i

1

、
午

0
2
0
.
o
!

り
る
。
比
j
J
3
3

、

°
.
a
0
0
.
5

『
j
`
乙
疇
て
、
吸
ク
も

碍
す
る
。
．

d
0

土
土
＇
た
人
岐
左
ラ
弓

＊
；
拌
取
茫
士
十
五
言
り
0
6
ば
し
；
せ
フ
リ

言
釦
浪
叫
臼
[
"
り
り
“
"
こ

□
直
厨]
.
L

1
ノ
の
差
ぇ
含
り
乙
前
の

L
唆

定
っ
羨
間
組
上
『
i
}
程
ほ
示

心
5
り
＂
こ
こ

□
叫
f
：
如
＂11
,
成
[
』
[

叶
し
乙
釦
／
I
I
I
/
I
I
I

手
分
、
東
乙
方

g
示
比
の
位
企

N
b
N
b
{
5
c
p
5

念
枝
由
二

4
由
ゥ

生
後
”
ほ
”
”
吋
i
n
団
刀
を
ボ
が

3

．
が
り

僅
富
げ
喝
紐
暉
f
い
雌
l

仕
杖
の

-
b間
巾
り
在

-205-



3A09 敦賀原子力発電所周辺の環境放射能について

骨1 襦＃丈・エ
ロ．東大・医
共3 金沢文・痘研

豆曰丈・歯
心楚岡丈・悉［

*1 骨2 *3 

庄野義え，安齋資郎飯田免平， 紅
面II i網虻，°野口邦碕，林弘文＊5，山本官士夫

今年 3 月 8 日に起きた巳本原竜・懃賀登電所の放射性廃棄物処理1日建屋内にある．フィ

ルター又ラッジ貯蔵タンク室における放射性廃液流出車故1ま、廃液．の一部ポ一般排米路を
通 L て 5甫底湾へ琉出し、約 1 カ月後に福井県衛研の採取したホンダワラの放射能分析がら

たまたま発見されたもの Z.• あった。この事故による敦覆発電所周辺海域の放射能巧乗の程
度は、衛研およが日本原電ポ独自 lこ実施したホンダワラと洒窓土等の分析直からある程度

推定し得る。わ軋われ日本枡学者会議サー茨調蓋団も 5 月 1 日・ 2 日 1：：、ぅ甫底薄沿岸め海

底土ゃホ｀ーダワラ等の海産生勅など弟干の環境試料の採取さ行なった。本研究Iま、.:.れう

の分析結果さもとに、出来る隠J確認さ乳ている串哭に即しながら、放射能汚染の実態さ
点検 L たものこ百ある。

試料J;;i鉗c で 2 日間乾燥し．洒座生物 I~試料体稜む咸らして検出感度芭上tfるたt/0.さ

らに電気炉こ‘'伶々に運度を上叶＊な力ゞら最高450丘 1 日間灰化した。試料I~ポリエチしこ袋

につめ．qocm国（Li)半噂体梗出累と伶96ch匁皇衷高分析累（恒対効李20％，分解能 ‘OCo
1332keV で 2.2 keV) による T線．スペクトロ X I-リーによリ亀海底土は 10~8·5x|0渇疇
生勅は 6.7XIO4~11.7x|04秒測定して分析を行なった。疇恥‘分析した放的麟種 Iま叫Ce,

] ］こ］n＆てと:~'1三宣
さ図 1 に示した。 “Co および叫Mn

は中国等の核遷発実験によっても

生成する力＼それに由来する量1さ

通常．検出限界芭有意に走応える程

1;;t存在しないので、検出さ礼た量

の丈部分 1ま原弓力発電所由来~

の、それも今回の逹出皐故1::.
よリもたらされたものである

と芳えら軋る。う毎底土のうち

最も汝射記農度の高かたの

は、当怨のことなが這果

源となった一般排木0で採

車した泥て‘'.6°Co ffi.'34.lx.lO~ 

叫n が｀ 5.9IX 103 p Ci/k~であ
った。その他．混排木放出

記 1 浦底海沿岸の海窓土中の 6oCo およ伏｀ 54心の

放射能濃度（単位pCi /kg乾土）

ロ~木試前およ伏｀地点 13 で
1ま 60C。と叫n ポともに検出
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表 1 消底湾沿岸のホンダワラ中の 60Co およが玲1'1tの放射能濃度（単位pCi /kg生）

採取珊所 4 月 15 日 4 月 1 i日 4 月 22 日 4 月 2 '1 B 5 月 28
60 Co 玲Ml\'1 60Co 叫4/YI 60 Co 叫如 60Co 叫％ 60c— 。 玲4IYj

一般排＊0 111000,40000 

温排木放出口 ND, ND 
'1 1 :tn, ＜唸20, Nb 

木産試験所前 61, 26 
220士40,110 士30 90, 40 55:t19, 33:tlit-100, 30 

PR館前吋非木ロ くn,24士10

明神崎 No i 820, 3SO 如玲0, iq o土50 咽エ11,44:t. 9

明神崎 F地点
4SO, 140 

330土50,(110 2qo, 90 290, 100 

明神崎 No3 960, 290 叩社19,118士22

浦 底
5'8, 2i 

60土 10,<30 11, 19 く 39, <33 

鹿島神粒前 く40, <40 20, <10 

色ヶ洪 く70 3 <56 

4 月 158 .t段， 4月 18 巳および｀ 4月 22 日の分析値 1ま衛研， 4月 15 日下段およ伏 4月 2り B

の分祈値は日本原電による．

隈界以下であ＇）、海窓土に関する限')、 “Co と s4Mn による汚染を認めること力＼てきな力‘っ

た力＼‘`こ乳らの地点と一短排木 □ 力‘らほぼ同程度の距麒にある明神崎岸て 1ま‘゜＆が 50 叫 60,

叫n mo~30 pCi /k，検出された。その原因 I苫．図 1 に示した温排木が発札にのって、一般
排＊口より放出された放射性核極の一部ポ明神崎沿岸方向に拡敬してし‘ったためであると

考えること力＼できる。
次に．ホこダワラ中の 60Co と叫11V1の分析結果さ、衛研および‘日本原電の結果とともに表

i 1-;: 示した。各々の言や料lj/咄らす｀しも同一の場所て採取されたわけではなし‘ので·単純に

比較すること 1まできない力＼、全体として採取日の経遜に伴.,て放射能濃度ヵ＼域ゲする頌向

ポあるようてある．その原因としてi;;l:.一般排＊口のせき止め工皐ポ4 月 l9 日に実施され

それ以降．放射牲廃応這出しなくなったべ·と力\•おfられる。また同一採取日の試料問℃｀
放射能濃度を比較すると．ぅ祖芭土の場合と同様に、明神崎岸で採取した試料の汚染ヵ＼題若

であることに気付く．放利吐窟液炊‘遷排木が発乳にのって明神崎沿岸方向に拡敢した様寺

訊如ダワラの 6oCo と玲Mn の分析僅か 5 も確認されたわけである。なお、混掛木放出口

および水試前て採取したホこダワラがら 60＆ゃ叩属有意に検出されたポ、これは同地点
におiナる浣莉ぎ土対ら 1ま認められなかったものてある。これは同地点間の温排水の琉速ヵ吋‘

なリ巷いために．その流れにのった 6oCo や叫1nポほとんど油底に茨降することなく流され

たたあ℃まると推定さ乳る。

なあ讃婁で 1コ．その他の放射性核墾の分析結果や環蓮に放出された放射能の量C7)評箇（て

ついても報吉する。
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3801 我 lt) --fR 111L) 過北条雖糸 I印i,(伶和派及r.'uヽ 1', 介` 11 わ、いい彬壻

（斡未現） 。中材泰子・長 *,11 国裔

緒名 曲堪条緞痛液和 I'- ホ‘Ifわf£It)—社(1ll-) ell 1司位体た痕反后011 ，絃貌瘤液釈 I" 比べ‘て反

応．＂が‘信し〈視＜ィI みうし夕＼1 吼 I~ 知られ 1 、 l ゎ＇り)r.L o -z I イ'Y. 11:) I'.-イ,Q{-jl:)t,1危今交翁 a 艤帳
I".. 盆緞応辰禄 1J闇免t 4系＾し忍んら几わり‘］ 力 A 詳細 I~ /J \I で 1iれ手、1 0月られ‘Iつさ h で,\

ィt、ヽ、条絲吼 1-·,1 矛れら＾’ノしも解硝イ h わめに，過塔条銃瘤液係，，，介 l1 で水素イィッ痛

度 4、チ炉イィッ 1俄食/紀, q 'I ?/ I..\痕復ー祀q保俳イで‘，砿酸嘱廣t啜化）ざも 1 な痕厄愈

迅視t彼初しゎ。 条わ交挽 Aじ啄雑しし々， mo;, fLI 知）；， mo必， ↑、fが‘fR. (OH)べ</じ‘打ゞ｀矛

視。さ.f1- 1 ¥l 1Jが｀，＇足所｀ ｢l4 ll P‘1［わ化房挽閣 a 反応,iJ‘も知ち化jl\ I".-I 水喉ィイ＇／瘍成令｀ f 

小S イイ＇／稼役t喉 4t'., f t 1 交綬礼戌＾條材も消屯で々f ^ fつ。

液棘 fi l4)4IJ_体 I4 、 金届q 11 <1 I>.セ氣硝旅 1裔紹レ， 1k ，砥姦条緞で｀屏絡晶しt. f針直）

悌体 Ii `I'.,晰:;. I/,,ウいも桑湿蟻篠絞て、為維レ， ィー／わシf 4/l 1ーウイ伯 a 吼殴t庄松し1_ I 

2 N 直碁柔維'(·ヽ療縛しゎ。 トレー寸ー 1,; 11, ,fヽ／ 1， a し° Iレェーそ Iレ~ If! ¥¥ -z砕iP- (j)"i.抽我

喰衣しfク四叩） t用、 I f,:. ~。）これら A 移係仄瘍房t 5){10'311 I`"媛覗成t o、研しーも 1-; レ，
過卓点銃ー湿鳩長｀I-，1 ウム裾痕t月 11 で 4 ィ，I ;＂ルt紐-v b.01 水条ィイク埴後（印

t 2 、 5 ～り、ち H しレ， 2.0)(10 ― 2 叫．の四臼(-J:) -t -Ill!み 1 誠斜瘤複し l fク。 令fク祗疏吼祝 4 梵化'.!

屯f，，糸じ介‘ヽi 1 I4 ]:. iも A 嘱令I(, 161 羞 n II りl,\性依哨祖tり X IO 一つ H, A ＝紅、 0, 叫Jシル． 0 H 

しレ，絲疏~ o.L~1..0 r-1 t-fJわふう 1-:: 叩えて今裾i. 117 -,,,｣ I-'..- レ 1 41 ，，ゎ。

孜お忍祝 I1 り0°C で‘, '1りム銃q,, YJ l¥ i!IL殿祇 1つ 1,1 -rl It)t竹銚レ '(I 匂, M 材嗽扁 1·· 計

殺 l -rク。な椴反応芭月，歪救 k a 哨th. 1-;t-, 凡kayい＼‘ti{、’,k (I キ）し夜お峰間tし A 1ー d ゞ／

卜れ‘ら栽， 1、二条抹て｀‘半梵椴啄閉tんt采めて 4千，，ゎ．

純泉ボ‘i仏‘‘俗魚

L. 迂挽弗祝，也敬 Iつiかすわイイ /1" 1i、Jが‘水＃、イイク、成 a 忍ク嘗

igJ 1 ，つ名イ｛う 1つル＝ち． 01 6,0lつ令｀ヽ l 1 l1 ，池負也殺 A 忍救

1/ 1c-水素ィイ＇／桑殿し a 躙，ク比1tf，I 晒ィ糸硲成iレ 1 ,IL ~ 4-.0 I~ 介

、 1 て l1 水＃、イイプ須食iっ然関係， o 速月紀森ぶ｀ ／也に 1iクシし

が h 4‘,.., fク。 ｷ/ h ら a シし 14, A とり． 0 1 つ 4｀ヽ） 4 14 水未ィイプ

“＾噌叩 Iっ係って疏総 a 陥幽ぶ‘,)、さ〈 1ずるわめ，絲餘必 1J
じ＾配依しやq ,1 りム錯絋ょゞ森，h レ， 逮．税，乙溺凶1、さく 1} り

8.0i 

6,0 

゜
4
 

u
•UH) 

し考えら K ク。 1 ゎル全ル、 0 I"'.- 岱）で 1-;J-,水素ィィッ視復 1っ焦 7メ

関伶 l刀盆緞q陪離ゎゞ一也し 1Jわし枇也されるので．．，毬復径叙

1-,f一祖し 1i h し依えられ%. シ h ら a 考釈に/1 1 l'7 1 -;f今緩詳

綽 1っ紫IJL 押 0 吸収スペ n,__ 1レfl t,·で｀直.£ L f,;.、 l I:'.,危みでヽ＼ク。

I~ 2.で 11 (H*]-:, 2. f? M I碕・ 11 1a 玩しムtの削ィ糸t系 L わ． 直

線的糸ぶ｀得られわ’,し,fJ‘ら，作揖｀希液 (o.a111 以千）に通 1月 1

れわ光＾恥叫~J -恥匹ょしな翁釣吠立イクし慇われが
与t =伶t。+ 2 A z1  Z2玩 (1)

2.0 

△
/
、
□
忍

゜l 2 3 4 5 6 

[H+] (M) 

1~1 50°C, （比組］ ~o. ':i M, 

維11",(1 フ名俊視！ク令‘蒻知段速度

也数 1-0-l:ヤ1 引緞 a1幻存、卜生
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ーーこ--z··, iio 11))," 0 じ介‘l1 h 也復也救， A 11 l7e レye, 此kel,i数

(A"'o. ら 1 臼， 1砂）， z ， 'z2 11-旺碕 a 畠析杖であわ。

l団 2 夕‘ら， 甚尻 l祀殺＾彫 a 封街（勺t/-,,。)、し a 復緑 a 材紀

¥4 / 0.80 1‘｀ゎ，ゎ。 1計舷 1-:. し 1 （庄] -1- ?• 0 I "7.'7 M I~ 令， l -tもi

＂係硲4身られ， 力れらの囮範 11 - 0、q4-, - o. q,で｀、あ,., -r-:.。 -:: 

の＇，し 11, J:. it a 谷 1つ小‘11 り 17eレだ＇虹kel 輝が‘1比で｀ 0. り 1 1"

ゎゎ a にiイして，令良練，っ令 ,1 る反応碕 A 憑後がり0°して、る＾

で‘, A が(J.~J_ ;f-I) もりダ Ih,lヽ~ 1J,{;直そし b ＾で ,11 Jヽ I ,o\ le,梢 I祀ざ

れ b 。し n‘ レシ＾位緩 a 匂純が 11 I 弓‘‘/ 1 もしり＇，しク‘i;.,, 1.iお

碕 a "が‘正負 1 ｛団で‘わみうし疹えられ~.

? 豆祗丙阻散 l墳イり傘緞環祝＾影婚

図 1,1 ，傘緞哨角 "'2 東しtしq闇に 4線関徐が｀成i 4 らつ

しt糸レで、＼り。絃縦瘍食も‘. l'.l 0\熾命＾な彼繕しレ 1 11 1r, 

0.5 

゜
• 
c 

--0.5 

-1.0 

L 2.o 3,0 

后

図 2 印J O 2肝1 にお lfい五t'.,

ふtい“関ィ叙

炉+1 イ[OH兌絲総が｀伶んィり条 1-:. --Ji·ヽ l で 11 イ肛0 討，ィ訪0ぷ

t忍みクし速位、1 妓＾ iうに 1} b 。

尺クt 1 ［イI ら 0 が］（ T［ら0心ャ］キt2 [Ti十］［イ£ (}fii+J 

十ゎ（イが］（イiづ+ J (2.) 

K っt(f£ li))(1L （吼）J (3) 

辰言t A 〔孜国］，［口 l吼）］ 1,!-2'I Cl 緞心杖篠 a 令攘複1.·あ

h 。 各f,'9 桑禄絹＾比戒租数公手が扉水分紹也数 11 りれ

吃｀｀れ求＾ 1 うに 1J Il, 

kl = 
(-rtら 0討］

(-rj HJ〔ら〇'r2-J 

K2 = 
〔イ£ら O q.一J

〔イi+][ら O q.i-J 

1.5 

/ / 

ｷ
 

. 
. / 

/ 
. 

./ 
' 

ｷ
 

•’ 

—-. 
0

5

 

.. 1

0

 

(
-
'
u
pu

i,
H
)、

1

(4) 

(5) 

0.2 0.4 0,6 0.8 1.0 
[H2so4i'(M2) 

団 3 印 oc, 如 !;.o, (WJ~似．O M Iク

令11 りな挽釦狂氣，，ずイ1狂紅知復釦的紐

Kっ＝
[ff o即＊］〔ず］

[-rR が］
(6) 

(1) ~ (6）咲を考複b· -1わ\:'., -ti. 11 衣 A 3 うに 1Jゎ．

~ = 
t,K, K2 （ら〇4-2- J'--t柘 k3 /［印］十tっ

1 -t k, (ら 0..1-J -t柘（ら0し2-] + K, K2 ［らOげ］ 2 

9, r, 1滋貌爆視む o a 湯令，甚復包救t。／クも1<1/妍］キtって••カウ。

カ k をれの連食租泰t 111, 1, / ii，， a 七ぎざt比較/4 h 1::., 1,、＞.,.112 /和の間 4糸が｀-;, •I I K,, 

k1 li o.05 ] Il 屯，lヽで、19:4 fっ麻緞墳綬が 1`0 日以--i:: 1ｷｷ 1ii 1, 0\で・9 ,i1砒 OI 知 I'[ I 手｀・J. /0 1J r,J • 

叩て，（り） 4` 11 

t多ヤl k，め（ら0 計＇］ 2 ,t和' (8) 

l', 1J h, r/... t a つし 1｀らも，稼緞tなる、糸 1‘• 11 叩水＇1i緋しイ直叫1.ヤ＾手う 1｝な椴縫 4 危属，

4 カ・防怠が‘イJ〈, fflら0 祈， イい心 1Jじ．＾ィl'., 1予縫 I＇、'f, 1 な娩反わ＇が起，，わし為んられり。

矢縦 りし． H ． PYubakeY JR.I 了 P 沈ふ I, J恥巧• N叫．凶e,m .1 Ji:.., J;'3 (l叩）．

2) R.J. Preら{wood, A 、 C叫I I :r.ゎ． Che,.,. 知．I ュ， 9|3r (I q凶）．

1) K.$. ve,.ko.te ら匹rl ~, P. C.ha叩 Daら I J. :r砂'r· N叫． ChCM.I 五／ 向 （叩）．

1;) 11. ｣. AveY-'{, D. J.知叫 ’'Adv•叫ed 沖yが(oJlしhe""叫y c如la↓;0叫'‘/3u廿q·wo晶らじべ”, (Iqq l) 濯

り） R. vJ. D.成知， J． Am ．乙he屈．知．I 里i., I 平iち (Lq釈').

('7) 
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3B02 セレンの国恒体交換及応について

（北里大｀衛生） 0,］、 "I 寺次 瘍幸

（涅研 ）野埓正

Jヽ緒言

濯 Iこー N-cc=S)ーり構造こもっ科機イオ、う 1t:.合物（俗l 、 2如oura必» 6-<)'1er呵寸oru f'/>1e) の

イオウ思 3li適当な漆媒中 7‘." イオ、うと同征外交換す 3 ：：とが知 5 れてい 3 ：イオ、うと

北労的に類似 9 i、生賃さもっセしンにつ、，ても同様 I~ -N-C(= S'e)-~構造さもフセしン化合

物ゥセレン原ふば車〈キセしンー 15 と同愧体交換さ行う：：：とざ以莉報告 1 た。こ 0 セレン同

位体交疫は煉寿今放術は核複であ 3 心（半硲期． 7.l 時問）叶唖識,i't.合痢の合戒 1て和I I叩‘`

き＿和々はり9&- 2-se lenoura必さ::.の方広が合戒した：）イオう") 1司復体交棧 l;t次戎 9 よう

に．単斧イオウの 8 奨環構造が間製 L. チオカ］しホ｀‘=）レの炭素ーイオウ問 I：独令す 5 ミと

によリ進行す 3 と、 1 う報告があ 3:

H H H 

-N、 C-SH - -NH\/e=S ー~万、／§s／ゞー―→ -N;e=S* + SS: 

単体セしンもイオ Iうと同様に 8 買環梢造さとる：：：とが知 5 れてお・リ、セしンの同社体交換
も上証と同様に迫行す 3 ものと思中1((J.今 1§1.我々 11 2-sele-riol,lr&i成と単作セしンぷが単

# 1 オウと 0 及応、 2ー如our＾必と単体セレンり反応を行ンた。乙｀‘裁告す 3.

2. ＼芸験．

2-sel句6ur叫 It selenour四とりサ[ +。rmj-Racet.Je "---"J縮合によ‘)合戚 l た．学作セしン li亜

セレン酸ナトリウムさ才＜溶液中ヒドラデン塩酸瘍ぇ還デu l て調捜 L たも 9 芝使 lcfl l だ。草

体セレン一 15 1ょ唸e-Hふ03 さt. lゞう；｀ンず還元 L たものを＝盆化泉素で抽出し、二盆｛ヒ炭

表宕丸と l て用いた。た遺紫 It市豚品乏哨法に複ヽ、精製 l た。

反応ばすべて封管中で行なり、反応混合物ま十合脱気した後、沿‘圧下で密封 l. Jia 熱す

5 ここによ‘)行，た．方媒 I~ t•')ジン一二盆A滋希 C I 、‘1) 混合溶媒さ用し1 た．

孜応後．開封 l 、衆煤さ法在下て‘‘注意深く除去した後．碍 5 ?(\た残淮を o.OIN一山OH で‘落

かし．が定約（単体セし:;.足が単体イオウなど｀）左シ戸苫’I l 、シ戸波之高箆液俳 ‘1 りて 1` 7万

フにか 11. 2-seleno <-1r-a必紐が 2 —+j.,.‘ou～ん 9 令離．定哩さ-ff,た。｝戸汲の衷非ク、ユ 1 トク｀｀ラ A

ず‘1よ、回ー 1 Iこ示した..2-l,'eleY1ou厄心， 2-十い。 ur幻Jぷび‘ur^ 仄［以外、q反屁生放搾 Iむ検出され

なかった。放府能着1 定はウェ）し翌 N•ICT¢) —ランナレーシ心柊出器℃行い｀放斧ク 12 < I、ク｀｀

ラ Z —の分躍条件 1太カラL--\: Si,,』叙 HC-12sS 2.l;(S-oo,..,., 溶出液：怜oM-N叫P04-KH...P知（r暉）

，圧力．｀応Oo.t...,,湿痩: 3o•c, 鹸出； UV (7¥.== 2S4 nm) で行った。

3、結果

旋々の反応担果さ表ー 1 I こ示す。

2-selenoum辺と単体包しンー'lS さ 1:?a·c て‘反屁ざせた時の 7 Iコマトゲ｀ラ 1ィ一り核悶器と l

て｀ UV 尽が N正直）シン今レー;, 3 ン検磁器さ用いて、及応約0)介析さ行った桓果｀ UV

挟出器によ 32- seleno灯a必に対応 l た仕直にq井放射能 9 ピークか莞水た。 また 2ー迫er10
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- ur道のビーク市1 分 2 分即 I i'. 放許能痢定 L た仕果 カラム導入敢射能．のq窃以上が

2-seIenour必1 に杵庄 l て\, 3 ことがわがった。 2· 函enoura 必！ !i l30ｷ｢ 2 碍同q反応乙••Ii令

瘤せず． I反応に 1司し1 た 2- selenou厄辺がほぼ‘鬼登約 ltセレン分岸後のう予液中に国収されて

い 3 ことが｀ クロマトク｀｀ラムのピーク面積 9l楚 lミよ 3 定唖法さ唄いて雄認された。

2-selenouraul と単非イオウ乏う昆含翅媒Jコ約 l 130ーC l り手問厄応させたとき 9 液琲

ク IJ_ ~ I、グラム 1すか如oura必0 9 保持吋唐l と一致す 3 時間にピークオ示 L た。，すたこのヒ゜

-‘7 珀埼~さ令双 L. IR, UV ふひ‘`TLC など｀・ 1 こよ｀）介析 l た経男もキプ＝ 2-山o ura叫9 ンよヽ I -

致さ示 L た。 2-selenou如戎 c5` 7炉叫）と華苓イオウ（0． 63 ）を 1 30•e, 1 峠商の反屁条イ手

で行，たとき 2→-K1,OUパダの収幸 lな単瀦イオう6J'lo メであ，た。

2- 伽our叫と単斧イオウー 35 さ F リジン中 120゜ C ず辰たさせたとき、ぶS-2- 仕;oum遥

葎 30/. のリヌ率が蒋た心告さ叱てい 3 し） L 力‘L 2- tk;ou五／と等モ）L '4-た 1さぞ叱J,J、..t rfJ 

で）し数の単体セしンさ混合涛媒中乙｀｀ llo°~l50℃の温度で反応させたが｀亀すI\,‘て 2-如ou血必

が定蔓約 1: I目収され、 2- sele no uば成 Ii校出ざ叫ながった。
4 、芳寮

2-s:eleno <1戊辺のセレン原｝は単体イオウある、 l Iす単袢セレンと交換辰屁名生す‘.5 か｀｀、

2- 珈oura必のイオウ原子 lが藷斧セレンと交授しなヽヽことか‘‘わかった． 2- s:eleno u位必！の

セしン屈子は単袢セレシとの交拷紅、）も洋体イオウとの交換か‘‘す 1ずヤく進行l.また、単

体イオウぱ 2位iou四必のイオゥ原るよ ‘)2-selenoum政のセしン庇子」ぃ湿痩ず交換
が十分i進行す 3 ：とは 2如oura必と 2 -se\er1ou如辺の冠 1史に関1f l てい 3 も0)と思

われ 3 。Jツ‘.tの結果 li、浮角イオウー 3s などを l司 II だ樟誠‘イオ＇う化合物0)吾戒 I：イオウの

固危体交換を利用す 3 よ I) もセしン幻后籾狂’1 用 l た交換反屁さ lfl " S てとしい希利がある

ことさ寸、i r ち）、 C· P. k'J,..3es _;し：唸輝応紐碕
応‘に類似の方法を）芍いて \.I ~。セしンー15 ヤーり3,：よ 3 標

識化合物 9 合戒 1こテ）し）レ社合物荘l 用でき 3 な SIぶ‘、也

レン 1司祠俳交換よ‘)有禾‘J Z｀あ 3 う。

表ー 1

i).lmol ｵmol So1vent oc hr % 

2-Tiouracil 20 s 2 DMF 150 2 631) 

2-Tiouracil 7.8 Se 12.6 CS2~pyr i d i ne 150 2 

2-Tiouracil 7.8 Se 780 CS2-pyridine 150 1.5 . 

2-Selenouracil 5.7 Se o.13 CS2-pyridine 130 2 76 

2-Selenouracil 5.7 Se 0.57 CS2 -pyridine 130 2 78 

2-Selenouracil 5.7 s 5 CS2-pyridine 130 0.4 70 

2-selenouracil 5.7 s 0.63 CS2-pyridine 130 1 70, 

叶）．

I) J. Morふサek., -etof, C。 II. Cなよ． Chem. C。mmun．紐 401 '3 (1'169), 

:!.) k'. 03叩a, -et故， ACS/csJ Ch匂col C年~ress, D,v/函 o-f

Nuckar n̂d Technolo8J, 55 (l'l 1?) 、 Honol心．

3) C:-P. l(j4des etol, At'¥0ew. Ch細・T..t.国． Eno1．止り2SCl'l'l'l)

-211-

2-Tiouracil 

Uracil 

2-Selenourad:I.1 

1 2 3 4 5 min 
Sodex HC-125S 入＝254nm

1/30 M-Nao RPO,. -KHO  PO,. (8. 0) 2 --4 ---2 --4 
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3803 俊酸か｀スレーサ"―'豆沼トリ千ウム和｀m 吋屁意刃祠伽倅帆匿

（魚大理，疇＊） 0麟特草，加藤修司，試内一祀＊，罪瞭究
噴隻平，唱朱便．

記力利用違晨2 ともなっ z. 蓄寝されあ砂l戎恥虎へ放允され Z い 3 卜り午ウ勾
渾•回収び今後．本格的か対処多迫廷3重学＃課題で因l ・戸将釆が戌統伶仔バ然
料としz 用い 5四トリナウム（紅訂畔素） t/)介離・精般・癒黍物理 l錢．緞初畔
鮨輝布碇恥確丘祠如m．レかしトリ千ウムが放射性間醗 C tO(X)oCY.t,)z··
”こパや．積佳ぅ□ トリ千ウム心魯が呵加しg量，夜鯰炉I乙おい乙複釈？以下
z·あ 3 :::-と乙繕負いと．衝嘱御釦1平年緑応 l]1翌透邊1年 'I ．茂滋麟
敷碕離Zいぅ濱ぃ＾心刷揺か離加眉発が望まれ乙いる。岱．直耳葬尋四
いるレーず｀直輝令難加：：：小戸·U這心祓伽租蝉I)憚I濯紐5紐コと
匹ぃ．わ叫渾lさ．釦苫研暫厄おV\之卜り千ウム4じ合吻f/)令欲｀凶俊酸廿｀ズし一ず'—
l迂追射這＇引·世用が初め 2 トリ砂凶閲物バ町醗鯰的令孵ぃ肥釦細し．
2 が這が卜リ 4ウムい謹鯰いし z 径渇 z 栢空であ多二と苫示し在。1~3＞ 本報で応
卜り71レオD 朽ら(J) H, D, 丁 1旦吻 (CHFョ，C.DF3,CT応）ど莉候とし Z ．陛船す 3 簑酸がス L
ず‘-0 硝疇配疫敬迂区名亨4虚吻1/i反祀亜複の痴tさ中 lじ 12報告戸．
［輿酸］ トリ 71しオロメタ:., (CH 后， b.p. -~2°e,) I各．？団唆にナトりウムと DMSO 匂加
乏芦トリ午仇ム木ぁろいば重木可珈乞在•印へ邸 c゚z--B捲呼すき＝ EIZ 因膚易2,-
l) 千ウ凶t茅知汗重ギ彰ヒさ<I-\. CTf-3 布＇出ひ•• C斑豆嗚詞た。 レーザーさ愛翔す苫翫
料Jct-.租 1 12-見らむ吐うな｝fイレックス袈昭討セlし／2-庭圧導入し．C/~11戸厄あ3

花：A ⑰z し一ずーハ各茫癒稼 CIめ ns 戎HM, 0.3~0.6 エ這． レンズZ主lし中庇第/2.集

忙し Z 30DO~/0000 ll°ILス経’ し広碇射前後t1l CHらと CD巨 l庄赤外令光忙虔町？モニタ—
した。哩射生欲物lかラづオカ’'スつロマトク＇究つ
}2 曰事、細した．巷霞広差tf)
¢ーワ疇炉I CH后（お＇丘'CPF3) さ定

量レアロ~-'5-::> -りしかラン午ー 1年りC巧
“芝匿ご寄な可乏。同痔i＾吊雛冷祐挽作色
行なフ戸末匝的廠料叫七敷す 3 二と lZF’I.
危町輝A認恥卸頃這脱雌。

［柿果と芳鳶） トリフルオ D メ 9 ンは．
約茂牝砂則薄醸l2 より C巨：ララ｀力lレと

7叫ヒ末壁 (HF、 DF汀F) I乙今翁し．前君け

再らしZ &F4-とし之衿咀迂汎屯が後
浩守．ザヲス繹と臣祁レ乙肥相廿刃誌
2液出立収存かっ桓． C甘二3 /CHF3 OJ 

須危物多． CTF”限収か予想立がた 10.6

畑帯直院憾釦睦射した睡(J) C甘玉
（お砂C什已）い笥即躇退準定数出，H

(A) CO2 Laser 
B. 

図1．レーサ'照床「おさび介陪介析装置根穆5図
A：花刃疲酸甘又し—ずと仕unonにSIO3-2), B：霰］， c:訟F... 
しンス"、 D`KBy惚， E: しーザヨ勁討試消発器，f:11w-1-.
合：約靡拍竣計， H: ヰデル9レ7? I：宋唄繹宏7-;
J夏を引ン、 K·· かヌ？口叫グうフ． L: I\リウムキャI片—か＇ス，
M ．．市ラI灼？Q令函呈カラ6, N：翠作鴻霧材江粽，
o: 7"0/1-...,, p: 7•n討ーラョナルガヴ；9-，Q：西食4tkf. Rｷ 

トラッァ， s: 2 へ゜ンしコー9ら T．庁沿ジクIし〒芍アoちす―·
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＝ー島 C 1-XT,H)/n ("J'i.捻し XT,H: CTF3,CHF豆
釦守9Y1:)9°)しス敷）の吋涎以祐笞l'h図Z(ll) 12.~. 

し桓。 GTF5 I古叙14)1 1075⑳-;で最大A 令弾臨
限さ示レ桓． レーザ'- {l)名荒振翁＾ II"/しスエ~Iレ
デーが婁桔各の2｀・（図 Z(b)), 二小さ R(|4-) fJl l\°ILス
ェ~lしギーに親茫北レゎ弗^C「F3 ん令稼面危湮
霞麟（出）苫符んで得 5 四スペ外）し（困Z.(c.J)
1古． ID')豆瓜’l叫ア一つを痔多，イ年刻頭Il/2裾紅l

く．巾吋恥匁牝子孵雛特南ハスヤクト lレとな瓦
lh l\'\vtJc(,\. 1字：：t1\蒙畷き C弁：3 d)差裾拗研往輝
C込： 10b知l'-1) 苫参危 12-し之ず「なっ戸が．セA 捻．

He叩an 釘がC-TF這芭痔冷萩し．そ0)工R ス午ク
トルを報拮し z ぃ 3 。4) そ叱 lザい）ざ．C.TF立
))2.. fl'I乾兎’濯固 1D770-Iにありわれわれの祝

ぅ醗卸へ゜つトル n ピーク/-Z正しくー敬し匹洛．
CHF" 介陪速霞（心）が茎吸敷側Iz蔑tD す託

I古． ctt巨d\免ぃ汲収 CV,., C-F str.)が 1141c炉/7.あり．

屹バ釦題碑l ＾裾口あ戸各臣めと思ゎ小各。存ぷ＇・
トリ千ウムが鯰畔勺 IDOD桔厄わ在っ Z 麦z:z.も．
出．心と七／2 全く衷 5 ず．紐存 CHFs のみZ^
も同じ底d) dH "e..示しちことかシ非持澳令知••
ぁ3 CHF3 の令籐1字．共逸ら吝 CT巨かちのエネ

lしギー舒怠存どに F忌宅＾で11'-なく． CHFっ舎作
がレーず‘―忙庄 P反阪し2.令孵す 3 並杞臣陀 zあることザ示芝収た。しす乙がっ Z CT已とひ応

紐町鯰性（＝d如） I庄印14-), ID?四サヨl 少し低喋澤硼／で最"K. 12.存3 が．斥従湮意定
散出 P可砂することと いず一 0松砕蕊く店る二とかう＿丙祀速蔑か未印/Z誉Iす

る。 紅l4-)Z` /9° （しスエネ 1し守‘ーさ遵けと・出，んと七厄遁加するが．渥索性ぽむしち佐
下し巨。試料~バ町厄霧し之宅同様M輌が見豆い臣。 /1°（しス中老 l炉と慕C す廷ふ
畔‘ヤ⑮。／＼｀｀ッ 7でーか｀スとしてア lしゴ｀二さ松乏廷由 Iざ港し＜潟杓0国がdH rcF ぽと

心凌汀｀・ロ紅｀へっ Z 臣悔速庖バ愴伽．獲択性バ召樹膀立疇/2浬猷証芹。2.
成網戸9mひ｀ア［しゴ‘ン（口り出 A 埓力DI#.限↓RM務D叩ぜラ？い5 ボ｀卜lレネゥキン刃C
~°''紅 12 豆もの Z昴ると秀うらがろ。菱止しニスt丹りで暉のラねトリーさ季乏
吝：：：：と1"2炉I. -Plしコ‘‘ン IDO七orr 芭加2戸トリフIし汀P灼二豆泣r I\痘悼位＇‘.歪釈1生切D
以上幻う弗い釦囃図厄あり．視荘土）29塔条件い改良か進めこ化7 l/1る。 この

CTF3/C-H らの環合物に CPF辻＂わ謬<0~e. C.D后外舟淫 /2炉I. Cffi tJ)痘択的
慮が落しく膀希さひ 5 が｀． CHら／CP后／CT后衰念物/'it. C/7／が（／o,6)'叫駅（／2))Z`'座射
す3 こ ~)2 炉l 三欲今中1Ji CPF3 のみが淫求的I流浪釦叫CJ-IFっと CTF.3吟所文れなり．

した廿迄． L-サL.＾咬敷さ l倹l均衷乏5 ：：：と｝之炉I. H/P/T の相互令舞が可徒とな汀乏。

(1) Y. /vfAKIDE、eta(.I IN叫匂．T叫olyJ!J. ,6知（卿），ク） YMAKI厖或aly虚り加·はt'I rnp店S (fl8l), 

伊） Y．M胆応，ぬlッ菰訊pp/.fJ叫心琺やI in pr卒暉）及）IP.H邸如AJ.B.M艇lぼ、 IPh侭五虚慮3{f/fl).
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図2疇fJ'スレー平I注る CTF3 お四ひ·CHらの
寺9廣忙引所輝12布lia レー炉如畔!f..
(a).CTF3拉•CHF:,11i令餅同胡漢茫散{d.r4H)凍鳴僅．
わ）．昭射したしーザら各咤植碑nl ＼゜lはエ和しT·-(ら）．
（硲じ寸＇ヨ守＊ Z字U杓b啄’Z屯1茫擢tu託）

(C:)・同一/JI 1\01しヌエ中国｀｀ー(0.6T)l2建椒tu

研うとCHF3“硼臨腹四（dイ正rdH).
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3804 舘担1本＂芯b(V) の ぷ Fe2. 03 への吸麟戻

（理厨f) 0量子要祁這 岡田卓也

1. c1. -Fe心に吸着させた無担体＂Sb の吸知爆1こついて／メスバウア一発光令麟に
より得られた結果を，咋年の放射化尊討言絵において発表 l た。ここてm 釦叫＂qsb の
d-Fe山への吸着に関して I pH依存性，吸着是度）吸羞(/):釘屯化工ネ Iレぎー等について，
得られ「こ綺果を校告する。アンチモンなと‘'のよう 1:::I p H鐙成 1 ：おいて加）ド分肝 L やすい
元療の速度翰的研兒 l 'J I 今在でほとんど行わ収ていない。

Z. Sn 板をサイクt2)-- lJンで加逆 L た 38 Me.V の d 粒~守て阻射 l, Sn.(o(ぶn)"q，，，，，た反応
によ l) 生成した'’”勺とを，花担体ヒ笑に金属 Te ヒして I SnJーゲラトから分離した． Sn 

ターゲゥト中に存在す 3 牙純膀 sb （勺f-m..)およびターゲ‘叶、自身の Sn のう昆入をさ l] 3 「屯
心花の還元坊取を数国くリカ‘んした．）I q,mた (T冶: 4-, 7 cl.）から E C壌愛により）主成（た` （丁¥:38、 oh) をえ ~4 日おきにミ）し共ンク｀｀して用いた。 Te を逗元う｝別して仔た＂1sb
閲さらに険イオン交援によリ材襖 l f-::..。険イオン交換樹廂についている＂，Sb と()、 s /VI
L i OH て｀‘溶雌t J喫気を lいぎこみ Sb を五価に酸仕した。蒻M HrJ.て｀‘所足のp H I訊刷
た＇忘紐を／づ定羞息：： L J一定骨のo(知らを加九て 8 与皇に狐とうした．一定溺）吋
恨ヒぅ後）一師紅をとリ I cJ..-feえらをうパ通したか麦一定邊 (/)5} 液をとり， 4-応03 を加え炉

3 莉の波射能と此較 l f-::。

3. 稽々のp H の溶液如磁から 30吋戸
ol. -Feえらに唸b を吸羞させた締果を図
1 に示す。吼Sb l.i pH 4-の 0,z5M L以

から最もよく吸羞することがわか3 。

つぎに pH 4-の洟環から”忍b が｀
cl.-Fe:zらに吸着する退璃を，逗哀該的
にとリあっかった。 II q sb の拓環度をCt I 

時）句たの lIq sb の度化量を元とす3 ヒ）吸

羞の速皮式は
阜＝ K （ん一X.)n
d.t 

（
認
）uo
n
d
.
r
n
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p
E

100 
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o

.

 

0 (.. 
．、 .゚ 

o

.

 
. 
. 

(I) ゜ ゜ 5
 

l 0 

とあらわざれる。企 Fららに吸着 l f:: 

唸げ｀／脱離する力‘どう力‘実験的にたし
かめた囀／脱離反応 l埠這てぎるはど
であっ rこ。そこで (I) で lj月兒離反応の
項疇略した・ (I) が積分式に得孔
た細果を代入 L て／れ＝えの時に最もよく(|)式がなリたっこと炉わあた。また
辺戒 Hof｛の影冷広によリれの1直を求めた結果 l司じ<n.=2 と得られた。 これよ') 119sb 

pH 

・
。

. 土回 ll "tsb の改-Fら釦への啜着のpHf衣存
!5"0化で一時）司振切

so0c.て‘'三的）町振とう
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1 ま 1 ：：：次反応｀、o<-応03 の表面に吸着する：：とがわかた。吸羞温度を 30) 40J豆
60 °C と変い時）笥士と 凶 aコ）の）兒係をプロットしたものを図 2 に示す。直線の勾配
よリ知l l.mlり (30°C)/ z.05x 

I 0―ヽ(~ o0 C.), 3,2 Z X I 戸（夕がC)
S,/$ X/0-t, (カウント・令）―I (60'C.)ヒ得ら

れた。

温度 (k) のあ数と介の対叙を7°0 ット L

たものが図 3 <:｀ある。アレニウスの式才‘ら
吸が針砧エネ 1レギーは 3負訪晶と
碍ら鯰．これより＄b のd,. -Fe必への吸蒼

1ま化紅羞てあることがわかる。®
p H 頓滋において）低濃良の sb(V) liJ 

Sb(OH)、―として杓五 L てい 3 とガえられて

いる。;i rこ l d-Fe20聾両性的性債を持
ち／さero poi1t o:f char仔 1 1: pH 6,S-'v 

3、¢ヒ被岩されている。末奥験を比fこ
秤1../. ,0 の落哀柘ld) ol-Foo3 の表面
屯水鯰から H+ をヒり正l肴吃した
状態ある。復4 オンの Sb(oH)/1 ぶ
d -Fe2 ら紐くにくれ 1式さらにクー）コ

ンカ℃正｛：：行祀 L た d- fe2らの表面
にひぎよせられるもの這えられる。 4尋
られた吸羞のシ台惇化エネ）レギーがゃヤ）J、

さいの I J J吸殖に 1 オン反応力＼渕令して
いるこヒを示している。

企恥03 に啜婚し 1:.Sb(V)は）
sb-0-Fe の的合をつくってい 3 ：：と

ば／莉団私告 L たメスノミウアー効果の珂

究ドより朋らかにされた。このよう 1 こ

Sbが疇結合をつくってV'ることから，
(I) 式において｝炎清恥が羞芥見て｀｀きっ
ほとツ］、かヽことが理角される。

本哭応用いた無担1本の “’sb環友で
ll, pH I へ. 10 において，がラズ万イノゞ

ーオ紙やがラス据共への Sb の D戊着は認
られなかった。
⑨初該Aは未知て＇あるが，ー逢の実験lま／一つの 5わ氾~ so/u.t,'on を用いて行われrご．

xlO -5 

5 

(

x

,

P

)

 

L

I

 
3
 

4
 

2
 

。 ゜ 2
 

4 6 

time(min.) 
8
 

10 

回 Z. （如x)―' と吸着時）何の）刃紐
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3B05 熱蛍光(7\連続打ぅ-写真とマイコソッステムにょ剥届貝却

（新潟大埋） 橋本哲夫、 o 高橋邦明、青抑麻史、木村健一、外林、武

1. 逹宕鉱物や土嬢、砂少などの天然吻試料からの穂蛍光の浪嘩 1J、誤料0)年代ゃ産地に
南す這応みばらず器履歴ゃU, ti叫ど系列内の放射平衡に関連 L 「こ1隅報モ秘めて＼ I
る。年代決底恥違彰輝直l芸年て 1ま、d-.,(3、線碍噌を主として考慮戸緻謬と
＂線のみの寄与を考える粗粒さ宏こ区別されている応用いら爪る臼色鉱物に対彗叫芦
直の熱J苗光慮疫，性 1こ肉可る基核厨魔lか 1必研‘しも茫／かで‘I加 Tふ）。放射dt啓的分野7.. 1守主と

して鉱物中に含まれる放射佳核洞の測定などに力点が置かれておリ、一方燕嘩光須1j定関係
呑よこれまも‘主として聯国疇輝からの研碗が‘灼＜ ｀砂ギヤ‘‘) 7°が‘今日まで埋めら訊
ていばい。しかしながら我々 1ま翠に、ホッドアトばヒ誉ゃ粒3 ドラ、ヽ／り l翅釦痣靱理遥程
を取諮って来ており、所謂、叩康へ0\放謝釦呻の穂効果も興昧m麟額輝であ，戸。

蔀蛍光自身、放疇遭饂疇作用に基＜疇（トラ、ソ 7゜）電砂麟麟目である
ため非椒崚に近い形で‘、放射線掘傷犠所0\回復現象を観察出乗る可能）注を有していか
そこで｀天悲‘鉱吻ゃ海岸助を用い、天然および人工放射線段朗による惹産光の基嘩鉦氾勤
T辺に、連硯カラー写真観察による面に肉窃却定雌的なl楕報を温度に関して得ることが‘出
呆臣。更により定量酌な耳対鯰ために、ホトソ打ウンターからの光量と湿度計からの起電
訓脅報を自作バフ勺ーフェースを通 L てマイワロコンビュー勺ーヘ尊入古ることに成釘
し碍られに結果0\データ踏祈をも行Tよい得r-::..ので滋邊涸る。

2 試斜の憩蛍光蓉真の撮影の T::. めの装置は、刀且熱、測湿、謁凄装置から成っている。

加慈部分は、 200Wm 半田i、テを改疸し、コテ徒部／かに却湿の Tこめのりロメル、叩し幻レ

熱電丈韮瞑）村 Iナ、訊起電打をx-Y レコーダー (})X軸 l二入力させた。課影lit-一庚峙尚毎

ゆえに、嘩固測定用に自作し「：：ワォーッタイマーから0\出打を Y軸に入打 L て、時向に肉
する逗度の肉係を得た。撮影装置 1ま、接写拡大用ベローズに取り村 Iす「ニカメラC. N;ko□ 下ろ）
を用い、自動フィ 1しム称動装置 (MD-4) とイジタ・ーバロメーター (MT- i)を持続して、連続苺
写撮影が出来るよう組合わせ殷用し「こ．

マイ勺ロコンげュー勺ーを用いにフォトフ打切｀ノテ4 ｀ノ勺‘‘システム 1古図4 に示しによう
に惹蛍光西則皮と温度の制戻を同峙に底ない．屹のヂータを知埋し、作図ないしが）ント

7ウト窃るも0\である。フォトソカウンターから0\哉力 Iま、 cp:sに直さ訊、 BCD コードで
A ッターフェースに送られる。穂電対―0\走慮ヵば、オペ v>7冗瘤中 (2嘩程度）し r=-1箋
AID コフ）ゞーター（稲分型1.2 砥泣デ‘う‘‘タル信号に変換ざ瓜、インターフェースに送ら

HV 

冷
坪
乱
置

銀
駿
試
患
皿

ホトンカウンげ,__

（彗ご）
ヽ

が°アンブ゜{ AID 
；コン／1`’- ク

•作）（自

マイ 7 日Jンヒ゜ューダー

Shぱp M2-80k

図 1 ，ホトンカウントーマイコンシステム
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如る。インダーフェースで 1本ラッチをか lす土介海に記億、させた燕壷光と堀庖テ‘｀ータを．マ
イコアからの命令によリマイコン側のメモ I) 一に屁送さセ、これを躙定峙向（約 IS'勾、町
中緑逗させに。マA コン言訓意のデー勺をフロッピーデスク［こ誇し換え、マイコ｀ノによ＇）所
定の BASIC 7"' ロザラムによリデーク知埋を行ばい、蕪唯洸ゲローカープを X-Yプロッター
からU阜るt共に、希望戸湿危綽威の全カウント教を燐出ぬ采るようにした。

3 、岩石薄片言榜tから«昇ら叫戎麟光の連続如這白黒号真として写真1 に示克実際
のものします］ラー写真であり、温度による発をク）伶故妙な襄．ィtが辰ら爪る 0 :::.IT) 

写真がらもほ1委 200 ℃前御遁ぃ発光があることが‘かる。タタ成伽鉱物
から恥花巖岩の場合I 知ら叙鉱物（：：：特角の硝色と温愈依な厨‘あらわ
面に l~ g ~新しい lI骨報を得らっとが生来ふ
熙蛍光醤の精叡讀J定のために I~. 界福注度ー吏Fでの発光量をもとに→
議 L Tふければならない｝） この疲覆での界湿速危 1ま、一庭で「Jいため、発光
量 Iこ閑 l て補正を虎窃必要がある。マイコ｀ノを町てのテ‘‘ータ知理のフロー
手ャートを即 Iこ示芍。 ここで L(N) J Lb(N) は屹小屹‘ヽれ試科砂‘Iゞ、｀）五‘ラ

ウンド尋罷 (c ps) 疇リ、 TC副這度テ‘‘ータ（デジタ I
量）、 N1な刹定時尚（露）である。試料として毎岸励(10呵）
が°Co {J\か線叡 lo6 尺麟尉し、この装置を用＼ I て信訊

た、補疇のゲロー n ーブを、バッ 17グラウンドカープと
共にI!\ 3 I こ示す。 4o嘉以上で1さ、加熱物喚自身からの、下

B胃摩：U叫体放射が始まリ、郷℃以上の磋日量氏 Iゞ、ッりグラウ‘ノ
L'(N)=L(N)-Lb(N）ドとぶなして哀いことが冷る．図 2 0)ようにデータ知理を

行「か、恙堀側で｀の界温速度の低下を補正した。真のゲロ
ー打ー→曲線を図4に示芍。図 3 との比載から補正が裔
側で初いていることが分る。この試でのグローカー·i'oi
給かうフトは 2、四 X{O巧昴リ、げークと L·l 0) {00~2切℃

で（本 1 、 15x (Dマ） 2切～茨守C は 1 、 13X1B であった。

品、以pie

q4-~14a0c.. 

I4宕～ 2OO°C.

2(X)ヘズ如C

Heatm, Ratc て
L'rN tt舟，1る

じ（NJ• L'. rN)/(廿'Ntl)呵絨

X= T'rNJ:y.に（N)
t~ 
2 L‘’IN) 
t=t, 

ユ攻°C 以.l:
9 9 
ら一

写真i恕
磁斜駒（IO6R,bOCo）

X9Cl ' , 

]' 
x-Y フ゜ロッタに
よる
Cr 1 ow C u. rve 作棗

□ 回 2. テ＇｀ータ処理

70- チャート

図3

20 9•• 
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3806 M CA -マイコンインダーフェースの製作とcf,. -スペ 7 トル解折

（新潟文理） 椅本哲夫、 0 増村修司｀草野恒、外林武

(1) r 線、 d 線d)スペ 7 卜）レ解析に広く用いら軋ていうマ）レナナャネ）レ波尚分麟（ M

CA) は、タタ <n 情報をもfこうしてくれるが、 その大量のデーグを処理し． よ')有用は惰
報を符るに 1ま．コンビューターの使用が不可欠である。コンピューダ—£備えた M C A も

争販されてはいうが．価椅が高く、またそI/)プロゲぅムはメーカーによ＇）提秩さ札たもの

℃`、ユーサ＇’ーがプログうムと作った＇）改良することは少はい。従来、そのようはコンピュ

ーグ—i寸の/VI C A t別とすれば、デーダ解析は． M C A dl デーダと記憶 L た磁気テーアゃ

紙テーア、総見テ＇’ィスワなど＇と媒体として、コンビューダー窒の中・大型コンピューグ一

てはされてさた。とこうt`.、近年のマイコンの進靡 1まわざましく｀大名量のメモ＇）一皇間

t有するものも低価桁て｀市販されうように肛リ、スf\゜ 7 卜｝レ餅柏·への利用が可能なi支所に

まてきていう。その利用形態と L て、 MCA とマイコンたインダーフェース£介 L て接統

し、 マイ］ンヘのデー勺転送と直接行tiうことt'’• それにつプ｀ ＜テ＇｀ーり解·柏もそIJ)よま行

tようことが忍えられる。そこて今回演者らば、 Mc A (!024ch) とマイコン（シャーア：

M l -30C 、メモ') -48 K) F_接続す 5 イングーフェースを作製し、 MC A ーマイコンシ

ステム E 得·うこと£拭み、成功したのt''報告する。また、 そ礼を用↓、た d 線スヘ° 7 卜｝レの

解柏 7゜ロゲ｀うム£検討してみ r::. If)で． あわtて殷眉する。

(2  - 1),( ンダー 7 ェースの製作にあたリ、図— 1 のようはシステムをデザ｀イン L た。

M C A がらの出力 1 ;;J:、 R 5-2 32C 1:t様のシリア）レ信号である。 シリア）レ信弓のまiマ・イコ

ンヘ直楼テ＇‘ータを転送することも可能であるが、信号

に不明は点があったことや、 マシン語アロワ’＇うムも用

いて同期をとう必要があうはと＇’.難 L ↓'点が 7夕いため

と、既にシリア｝しー）＼゜ぅレ lレインターフェースを所有

L てし｀ t::.理由がら、｝＼゜うレ）レ 1言号に直 L てマイコンヘ

入力すうことと L た。 シリア）レーJ\゜うしルイングーフ

ェースからの出力 IJ. B C D コードて IO 'Jク分（ナャ

ネ 1レ 4 'Jダ、カウント 6 ゲク）計 40 bit c●、ある。

[ コ＞卜u ---1し苗l,1r J 
Vcc 

D-FF ;14LS『4
ィ)../ゞータ；'l4-LS04-

均鶴
（汀9了l.ーパうしIL{J,j-7r幻ヽ）
て位ン1/o It¥,-. 

St信歴（＞咋L-Jヽ°うしll.やぅ -7上ーヌ如；）

方、 マイコンが一度に託み込 h るデーグは 8 bit t"あ [7`-9 -/r、--1しド商尽］ はLS3")(S

うので、 1 組のナャネ｝レとカウントd)テ呼ーク E 託み込 St 

むtこわ lこ， M C A から n デーげをうッナ L た後， 8 bit 

ずつの入力t 5 回繰リ返す，必要がある。さらに，デー

ニA`Aシし116CAm)

: 

図ー 1 MC A ーマイコンシステム＿

-218-

0t退 3 S砕

炉FF3

図- 2 B~1;tテ＂ータがこ紅↓ヽようにて

イコンから送る信も． Stは MCA かう

テ``- 9 軟送峙に送られ 5 1言弓



夕託み込み中に次のデーグがこ↑よいようにコントロー）レする 1言

号を品すはピ、 1言弓コントロー）レの必要がある。 このテ＇’-グ小

ールド音『分と 1も号コント日ー）レ部分と図ー 2 に示しておいた。

こIT)システムど用いたデーり転送のフ゜ 0 ゲうムは、回ー 3 のよ

ぅ rJフローナャートとはって↓＇る。このテ’'- 7 転送ァロワ＇｀うム

たマシン語て走らせることによリ、 1 o 24 ch のデータ転送ぱ約

1 5 秒て'‘兒了する。これは、 シリア lレー） I゜ラレ｝レ変換が律速綻

階ヒtJ.ってレ‘うたわて'•ある。

(2-2) c<ースペ 7 卜）レの解析

r 線 1こくらべ｀、 d 線のスペ 7 卜）レ解柏ば線源の状態によリ自

已吸収が大きく影響した＇）、単一核挫がらのピークても、 いく

っかの近接 L たエネルギー(/) t.,ー -7 の複合体とti.っている場合

か＇’カレはビ、非常ね困難さを含んt`’いるが、今まて＇ l' ＜つかの

試社がはされてさた。 I), 2) L かしtJがら、これらは中，大翌コ

ンピュータ ('FORTRAN!こよリ 1乍成されておリ、それ£そ

cl)ままマイコンヘ適用するの 1よ記‘)息名見，処理速度の違し'tJ

ビかり適当と 1ま↓＇えはい。そこてそれう£参考 1こして、cJ..線又

ペ 7 卜 1レ n マイコンて｀｀も可能 rよ解柏アロワ＂ぅム£試作 L てみた。

(2  -3) 7゜ロゲ｀うムの況れ回 1ま図— 4 に元、 L たとあ＇リてある。

問題とtよう 7 ィッティンゲ｀間敷t'’あるか＇．｀これには友のようは

閲数口息足した。 （ピーワの島 L ネ｝レ千＇一僚jと低エネルギー側

を別の間数に L た）

・鳥エネ）しギ‘—根’j; 1 = Iサ EXP{-2.173 [('.l:-P>/FWHM叶（がりス間数）
A; し゜ーワ n 島さ p;じ゜ーワ中 1し＋ャネ 1レ

・イ氏I.ネ）し手一根'j',i = i拾 k[CZR('.t-k) t ezS( r.土）） V.l (イ旦l.し＝ 2d./(R-S)) 

これは〗T.+1 = 1廷：F（I) にあ‘いて Fぽ） ＝尺召t且己tanhd (I-K) と L た
もIf) （い（＜わ L くは文献 1) 命照）

ァロヴラム E テストするスペワト 1レ
ヒ L て 21o p0 の島さの累tょうし゜ーヮ

2 つを、ナャネルをずうして合成し
己

たものt用いにこれを解桁しフィ屋 3000
百

ッティングさせた例が図ー 5 である。 B
ェ
つ 2000

こり松Jて 11 、 2 つのし゜ーワの面積比 B

が、 1 : 3.2 と解柏された。笑庶 1j'

l: 2. 7 て｀｀あうのて、 こ m アロゲうム

はまた＇、文ざく改良の余把も残 L てい 。
590 600 690 6̀ 0 660 

う。 主に、 じ゜ーワの低エネルf- i見J CHANNEL NUMBER 

の 7 ィッティングに問題があると考賢心｀1ぷぶ哀99ね麟
えられう。 I浚翁1よフィッ和砂‘‘tt疇£祟

IJ. P. DE REGG-E ; N叫． lnstr u.m.. Heth., 巳3_, 2.G1 (19 り2). 2）．廿． BABA; N叫 Instru m.. M e.t h., 且も 173 (1 直）．

$000 

4000 

1000 

Bc.-El→泣進浚嗅

回
寸
さ
g
-

国

回ー 3 データ骸送の
フローチャート

680 

図ー 4 d ー入へ゜ 7 I-)し解析
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3807 白雪母上の天然ァルファ反跳卜う，＇｝ 7 Iこついて

（新潟丈理） 0 橋本哲夫、—平日 陛、青柳義昭、外林武

1. 以反跳卜う，’/ワは， I 9 G 7 平に Walker I:. H u.an，によ＇）発見されりその年代別定へ
の応用の可能性がボ唆されて以来す["に十数年と経て来たが，史僚の年イt；史定へd)利用 Iま

相対法と L て利用した 1 例がみられるにすぎす•,~) 1/3 。00 の葱度 E 有する Fi ss ion.丁rack 去に
よる年代弗J足広の方が隆盛である。この原因として‘d.反跳卜うッ 7 が 200 入前後//),：長 l'
トラッ＇）を形成 L tあ‘'）．観累が困稚てあること、白党母はピ 2 ~ 3 /J)鉱物t'’しか親寮出

来てし I tよいこと、吠反跳卜う、＇Iワば U 忍列以外に丁h 系列かうも生成するたit') IT, Th 両

方ll)含量を東める必要があるばか，熟効果による卜うッワアニー）レ性質が作澤‘、と L ［わか

って↓ I ない↑よどが考えられる。

我々の研究皇てば従来よ＇）以反跳卜うッグIf)基礎的性質を詞べるために、アワナノイ
ド線源、と用し 1 て、 白骨母上へ主成する反洸卜ぅックとエッナンゲ夜'\ IJ)反甜駆放射性核種

の塔出の開係や、3) 252行線源と使用して白雲母表面£照射し、生成 L たフィッショントラ
ッワとcJ..反跳卜うッ 7 の比と用いて、以反跳卜うッワの生成効率と求めてさている。4) 単一
改域災による反跳原子によリオ昇られる生成効率を 60％としたとさ、口系列がりは 8 日のは
壊災でqq.q%、丁 h 系列がうは 6 回の以壊麦 C' q 9,6 ％の以反跳卜うッグ生成効率玄｝える

ことに↑よる。 このことが事突であ＇）， アニー）レ効泉が着しく肛し＼ fよらば、 d 反跳卜う、'1 '7

年代測定去 lよ有望てあ＇）うる。そこて演者ら 1ま初 Iじに立 5 帰＇），天然，白雲母上の d 反跳卜
うッ 7 (以下d -Rec. Tr. と略記）につ↓、て詳細に閥べ｀ ［みるこヒ 1こし，自免核分裂にもと

ずく Fi ss i o n.丁ra. ck (以下 Fi ss. Tr. と睛記）との比較を行はフてみうことにした。

2, 使用 L た白雲母ば表 1 1こ示すように本祁産のものを含め 1 種頬てある。産地ごと

に臼雲母上にcJ. -Rec.. Tr. t観察するのに最適は.r...ッナンり’'茶件も求めう必要があった。今

回は (3 t 1)H F, 25°C ，超青炭撹拌の三つ1f)条仲を席に一定に保 5 、エッナンゲ痔間の

朴を変化させた。超青哀の使用によ＇）液温が上昇するIf)を防ぐたり恒温槽を使用し、常

に 25 ゜C に保ったエッチングた行は，た。 d -Rec. Tr. の観稟 1;J:全て位相差顕徴銃で，写真撮

影によ＇）行fよった。よr:. Fiss. Tr. 1 ;:J:、 卜う、'I 17 習度がウはいため、直接顕微錢下て甘数し

た。白雲母中に存在すう天然，、ウぅ｀／の枕出のために、 白雲母板t 4 時間エッナング処理し、

自党枝分裂·にようf." i ss 、丁r. ど舷欠計数したあと，が＇） 1.ナレン袋に封入し、武蔵工火 F -

リンゲt‘` 5 時間（全熱中，t生子 7)レエンス 2.1 X !016 cm·2) 照射レた。冷却のたrf) 6 ヶ月J.入

上双置したあと、上記条件で 1 時間エ・1 ナンり＇処理した。中性｝誘萬核分裂反応によ＇）祐
t:.に生成しtこ「i ss. Tr. t計数することが可能とにった。

3. インド M揺ras 尻白愛母上に土成 L ている天慾、‘rJ -Rec. Tr. のエッケング時問によう

変化を、早真 1 と図 1 に示す 0 .Lッナング時間の婚加とともに小菱型IJ) c}.,— R江．丁r. は大き

くはリ｀その習危は 150 分て＇｀ー史4直tと＇）、更にエ，’Jナンワ＇’叶間と増加させると、岳度の
ククし‘d. -Rec. Tr. はあ｀豆いに吏tJ.')合ぃ判別が困難とはる。 このようにして得た看種白雲母

1). W. H. H LLo..ng, R. /11. Wa.) kcr ; Sc ience,,臣互， I J03(1%7J. 2). E.、 G、伍 CLrri son et a.I : Arch (l..eome t r1, 互， 3q

(1噂）•3). T HQshimoto e.t al: N叫 lnst ru.m M eth ，璧， 437(1咽0). 4) 丁． HCLSh i rnoto et a.I; N u.c)eo.rTracks，士， 263('80)
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fB).130rnin. 1恥rn (D). 190 m i n 、 図 1 天然 d- Rec.Tr. lJJ屈度（『d) の

写真 1 天然d,-Rec. Tr: ai L ッケン 7'・碕間による麦他 工，ソナンゲ叶閉 1こよう支此

の最適エッケンゲ時間（表 1 参照、） E 用し，て、 卜うッワと甘数し，密度に換算レた結果ど

表 1 によヒわてあし＇た。写真 2 には、大菱茫と有する F iss. Tr. とcl. -Rec. Tr. の両万か観累
出釆るもの E 示す．

これらの結果とよとめたものが表 I I.'、ある。f<iss. Tr. 密度(ff)

に対すぅ以— Rec. Tr. 習度(jo/)の比（『d./灼）は． 1. 5)(104~5.29 

X 10 3 /:'.. td-リ．各白愛母間でかね＇）のばらっさがみられる． Fiss. 丁r.

は的 Rec. Tr. よ＇）も、フェデシゲに対して空定であることが予想さ

れる→ーとよ＇）灰釘ようは考累から,以 -Re c.、 Tr. IJ)白雪母中の砲程 写負 2. Fis~ ~;e~. fr 

(Rc:1,)を炭めることに L た。 T :白雲母f旦化使の時間

『f = N 。c1J入国） TR国）匂 (U)-11) [ N 。 9 ]IL 体積中d)原子数
C. :農度，人：康支足炭

『以＝ N 。 •T• Ro(·盆•[ Cu心 (U) t cTh心（Th)]-(ii) R ：卜うッグ罷程，E, :検出初辛

両式よ＇）、『d-/『f = (R応）｛〔 Cu心(U) t C Th ．入ot (ThJJ /Cu· 幻(UJ} ----(iii)ヒなる。
（こ n 式｀の箪入に当って、 Ro((『)二知 !ThJ,恥＝匂を仮定した。）

(iii)式よ＇）ね／且は．ぷ— Re c.. Tr.!::.F i ss.Tr. の卜うッグ長の比と CTh/cす比によリ支酋もさ

れてし＇うこヒがわかる。そこて‘＇幻ヒ L て 2 1. 5µrn を採用し、 CTh/c lJ = 4 t用いt. Rrf.. t見積
ってみt。その籍泉と表 1 の最俊の欄に示しておく。 R e!-..の 1直は 225 から 63 g A まて 1こ

わたってお＇），天然界にあ｀し｀て、 アニー）レ効果によ'J Re(が麦化して↓＇る可能性が示皮さ

れう。最長の知ても LS S 理證値 (U, Th 系列の乎均）OJ 7 2 1 六よリ短く「ょ｀ってお仄

エッナンゲ可能↑ょr:l -Rec. Tr. 長さが、臭荒の胞程よ＇）短いためかもしれなt'。 F i ss. 丁r, 年

代ヒ Rr:J.の短梶化に関する相間開係を謡べ'7 7 ある。

表 1 種々の白雲母上の d -Rec.. Tr. と F i ss. Tr. の比較し

自雲母（産地） エッナンゲ時間（分）冠詞ss．丁濱度（c的叉釦x-Rec.Tr.詈度 (C記）ct-Rec.Ti芳iss .Tr. Re< (A) 

- (5.74:t0.49) X 103 224 土 4g

トー』

]Oｵ.rn 

No. 4 BSB (Mo.dro.s,l nclio.) 170 g g o 土 30 (5.05 t o.40))(10" 

No.4 D5B fBi ha.r, India.) 1 9 o 5 1 1 7 (4.2 土 O. 3) X 10" 

No.3 Std.B fBi ha,r, Ind位） 19 o 143 土 12 (I 2G:tO.OljJX 10" 

No.2 CSSB (lnci1a.,J 210 78 1 9 (7. 9 5 t o.6 5) X IOS 

No.411<5" HS (Bra.:;,,i]) I 9 O 227 土 1 5° (J.2otoo7)xlo6 

korea MICし 210 6g 1 8 (I 021 O.O~)x /06 

Is h ｷ1 ko..wa, ya.ma. (J a.pa.n.J 2 30 431 1 (4 3 土 0 2) X IO5 
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(8. 2 1 0. 2) X 103 3 4- 9 土 62

[2.81 土 0 、i 2)x103375 :t 75

().02 主 0-14) X l04 434-訊 7

(5"_2q i 0.4-7) X 103 22 5"土44

(].S-i 0.2) X 104 G38 土 141

(J .O 土 0.2) X !04 4251113 



3B08 
放的tオートラジオグラ7ィーにおいて黒、イ虚与えば雌汲所的 1誼史

（金沢大理） 0 中西考・久田友恒・大谷睦美~

（（まじり） 1 ：：：： ] 放射化し尺彫本試料の平面に写真フィ）レムを密培霧允、すな：：とにぷ，て
誘導放逍雑も（主として¢放卯能）の勿況沼検出して試料面 1ミ印 r),) 蒻元秦っ分和メ態 rぶ ~I
左知るのが｀｀放卸むオートラジオク｀ラフ法、である。放薯訛の知恥レて 1否，原各炉での中注

紅雌拉｀｀一般的で＇／照豹時間ぃ冷却埓問い連切 1て決定す心お｀／検出元素ゑある綽危手む＇選
別可ら二とがで謬•印 T：：：放卸員礼代試粁へq写真フィ）レムり弱出以＃行してぽ良スヘ°
クトロメトリー 2 行う：：：とによリ，オートラジオグラム 1：：：熙化£与えている放射化庄底｀校

権qあ、おとり 1目定がでをる．このおう「広磁訛オートラジオグラフ法をいくっかの地珠紀

淳的試料 I噸適用レて／弟千の元素の偏在のようす「パじ＇が明らか l くざ礼た。
広研党で 1孔ネ輝「4鱈．禍匂試料に対レて放知化オートラジオグラフ法を逍月する

齋て 1 フィルム 1｀毘代、左与えた松雅の国定を各局祈 1-:: 対レて手＇）確史に行う二とゑ目的と
して，オートララ刀グラムの黒化度の経峙麦化互及所的に測定して、各局所で累、1位与え
り磯ぃ半栽期を求め／ざら 1 ：：：半導i繕出羞：：ぷる釦線スI\°クトロメトリー左オートラう＂
ォ I]'、ラムC7]黒化に対応す夕試‘粁q各局所 lて汀して適用する方戎ふ旅討し「：：：。
［央験 l 本研究で屑いた写真フィルムは工業用 X線 7ィル因フジ‘'IX-1ooIIX-/so

である 0 ：：：のフィ）レム叩射象 1ま／恒温槽叩：：：晋ぃたレンドール液 Z‘'行うた。現象ゴれたフ
ィルムOJ悪化度の珈児：：： Iょ／頚微錢とをの写涙撮影国麦度計を用いた。翌，4と度かうフ4)レ
ム這射ざ疇蘊量釦麟するため 1, 1 A'l>l.e.rs似仇！知呪s 歳炉、（ 1 q 7牛年 [Z 月 1 虹｀＇ II. 7J> 
メ立）からの広線忍一定の条侍下 Z錢々の畷知時闇照射レたフA Iレム（廂畔フィルム）を
疇レ虞検フィ）レムと国峙I, 鵡象レて /3認からの¢線をと疇IT惣射レ戸）（濯当する
黒化笈であるか互求の「く。
一斎1 (J線ズI\°クトロメトリー 1 凡表面悌壁型＄い陽淋検疇（有効ふ厖さえ況吹）幻恥ヽ

て行い I 1a7cpと:zoク盈覆層線源 IミぷリスI\°7 日1 炉ターのエネ）レギー鼓正乏レに放射

化し尺試粁幻日的とす這所のみからの約絃配険瓜す釘這(:;: /尻径 1 訊仇q孔のあい
斥鉛板(Z 況～唇）えユリメータとして使用レ「：：：．
鯰「心が尋汚試粁が杓生§放訊ゅ／立敢天原研ぷ戴ェ文原研のTRI$A JI翌原鑓
疇，た。写真プィルム 1這色の躊ぃじ｀二）レ袋に封入してお＇ぎ I 袋冴外かう迫恥「高
料口衷著レて試粁からがレミネッ也ンス光 I ：：：ぷる感光を防主ながら露ぬ釘i, T,. 

［翁果乙角寮J 13'7Cs 緑源か知か線這射した棟導7 イ）レi>., I：：：ついて得られ「~/炒

線印臆度とフィルムの里化度Cl)関係の惰昇 1国 1 に示す· :::.の曲練介ようすば 1 現ィ象液の
温危現1象時間：：：わて度化レ／淋練 7ィ）レムい司峙 I ミ床東導フィJレム五災．す'•瑣務可繹索が
ある。fぶあ｀/ toco のパ線切0 仇だの照射 I 否／ ／吃｛ぷからのfJ粒令 5X/0 囁／C,'ll(,,Z 忍竪和レ「＜
0) \ミ相当す」思次度しか今えず｀ I 't線の島這f\O)寄今は少い。翌、化度 l古ル舟゜として測
虎し戸か‘＇，入卯知強ざ工繹度1もさセ之秒再現l宅がく吸光なゎ＼＇測定1れた。
叩謬放拠し「：桃諄窯ふJ<:r-1 <')簿灼訊‘料 Iミフいて得られ「＜放訛オートラ？｀牙 7ラム
が勁汲0)変柏（霧ぬ埓間 IJ一定）に対い図 1 に示すよう Tぶが使量緑 I ミあて¢讐、射季
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直店）の経畔麦伯ふ求れ「くと二ろ｝叡 Iミ示ず桂果が得られた。二の喝合，／ 90^(80
印恥冷却では万H久とともに唸C. 1 5?Fe, 60C。rtFとか＇＇が緑スI\°クトルで校虹訊ていうか‘1
叩遣果を得疇所で l it I 足鯰が｀黒、化 1, 大ぎ＜寄与レこいか：：：とり、黒化度かう来‘の「」炒
線鯰恥浅衰戸初り宍表，＜一致戸ニt,,からわかふざらに方広戸時間が長く「云ると思
化度の変化は少厄くなる。そレて 1 得られ紅放射化オートラジオク＇、ラム l這 31ミ示すふう
r示ものヒは＇） / r線スヘ°クトルに 1 ば竺品、 I 舒Ee / 60Co 「示 b’ が｀庄知豆れる。：：：れらの校稚
ク＼｀、オートラジ｀刀グラムの紅彿クの黒心：：どのよう 1 ＜寄与し Z し 1 るか I 合嗅味が‘わたれ砂’'、
特に謹~ー 1 におい I Co 濃度の定量他ぷJ＼｀・ラフ芝のあか北屈知られ名いるンしかう放
卸もし尺 5年 1 簿片面上Cl) 60＆が含ま丸るもit己の分咋左バ衆ズI\,°クトロX トリ -1：：：よリ謡
I\`'仄。す「パわちノ オートララオクラムの黒化磁＜夕仇認「江＂ーら太惰訛エれ「⇔専灼の各局
所でば知エネルギースI\°7)- Jレ互測定レ「：：：。そ0)斧糾た非惰嘉石レて放身千化」オートラ
ジオグラム 1＜祖ヽ悪化とかえ点都分（図 3 む臼く見える邦兄¢線スI\°クト／し9の⑰）研対
応）に叩とげ,, 60Co が店在すら：：：とが＇わか）「＜。累幻弱ぃ叩直］ 3 ひ灰が葬
分I 13線ス1\0、クトJレ0) (A) が対加）からばノ ‘oc。，夕9he1：：：：幌属謬る忍藷伍 l呑とんと＇’
秩ぬ謬「ズ応た。なあ｀／ Co と F己ゎ＼‘＇局、在する蒻五い濃菓レ乙いる二とが｀｀9／
シュントラックシ広 1::. 手＇）わ応「く・
二のように／鵡訛オートラジオグ＇ラフう広）ミ累化度の定量的渕定とパ緑スI\°クトロX
トリーロ導入すうニヒによ見局灯的応存丘恥放身切り狐＇校種のい〈フがのいがぅ 1司
淀和よリ埠かに可らコいが｀む｀芝ふ：ぅに「ゎr，。
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3B09 
粒臼ツ7羞：：：ぷる遥：各エ営部品オオ料中のぺ放身抒恥評価

（金沢大理） Q中西危・江倉初美・阪上正信

【iはじ＇のに］ d.線か＇慕債回路1l)談馴乍の原 I召とな a 二とか｀｀知ら孔てからヽ吃各試豹膠且
町、とくに集艘国峠紅稲納すぃ琺琴の表面からの以練幻扇豆偏戎‘化する必要性が‘
釦リ、秦紅紐卓峯ぉいぴ｀豆製痣原料I~ついで低レベJレの0(扱貨打紅汲濃・評面する
わ翠q礫立邪緊急1紅ぁか＇閾疇と「ぷった。吸在とリあえず＇目棟とゴ孔ごいる、素子枡納
磁器＇表面からの0(緑放射率 I 広 l『心ぶ以下で｀・エら 1::.IJ:' 10-g CM.:豆r-1 .J,、人下力＼｀、必要とゴ厄
ぃ7,;i:.. ::.の比う「ぷ低レヘ'1レの必線放芽1率を測定する必索1生に対し乙 lJ:、及翁奸夜生、↑呵間と
面積五大芝くするニt.."')できるex..トラ'7四廷実町旺惧形和ぽる。二の必トラ ‘7 冗広にぱ
約粁への a卜兄ク芥突出杵密着互攻敷試粁l：ついて l印峙 1て侍行ざせる：：：：とも Z" 芝るがJ点、が＂
ある。一方、素る括祁I届器哀oo-fJ‘うの必線の放夏祁和一つ 1ミ u 17'｀｀忍えられ、叙量い史量
法砂てフィッ·シ歪ントラ 7 ク法か｀•高松度で信蜆I生秒夜＜哨叙1 と考えられる。
本研究では、知知玲素訂枡納琺器おぷび｀｀知の製這炉斑 Iミついて、必トラック法と 7ィッ
戸ント冗クシ表にJリCX..放射侭王測定・評1位ずクニと丘検詞レTく。
［史駿］ 1）必トラック法 叫ラックの検虹オとして、 K。da. k CA ?50-(f ~呟

嘴（y-ラオ70免力lレジャr\°ン和袈）と町いたa (j._トラックのエァテンクし＇ぽ、 kod~k ば初

ー／~ I>"? いて、 {o°c の 3N N^OH で＃碕明行い，虚—39 にフいては、 70 ゜乙q 6N N^OH で 301J間

~ 6 時間 30゜しの幻絋0厨• Iえへ (0戸精1行フ Tミ。孔トラック遣魏日計数1 2);、 1餌李/<!?゜～
/0()04音訊営甥微鏡で、頭徴錢‘写真シ恥顕微鏡り籾£冠｀＇狂 rるがら釦埓競み詮る法て行
うた。 2) フィッショントラック翠 素否移納磁器製造肖り各種原粁の粉末玄フ°
レス固化レ「：：：かのお庄ぴ｀希硝B知超音笈殊浄した A`党坂‘茄落り和所面 1 ミ、濃絣酸で｀鱈超有
波和争した上賃の甘愛母五衷著固定して、試鶯ェ文原研汀紅GA I1世原ざ炉の感射溝（危
～伶／0＇伍知c―')Z'’ かょ侵闇孔、舒謬行った。以濃笈定量用の氏校慄埠いして／比農度随
知叶黒曜石,JCr-1 の米jJ末乏 70 レズ固化したものを用い「こ。「ふぉ、試軒二‘＼t. I ：：：：ステンレス
板り消左つ 1ナ、誂導放射能呪IC,r の氏放射従力‘ぅ中小生か束密度り袖｀正五し「く。甘髪母表
釦フ伍シ虹ントラックのエッテングぽ密温のチ砂 HE Z’•4絨渭1行い，クoo~/()00釦倍手

て喜噂鏡睾真紅麟い写真のJ:.で•トラ，｝冗岨戸「く。
【結果幻考察 l 1 ）必トラックシ去 ます",CA 8'0-15'"と改—3qぇは入がラス（広農笈

14．ワ砂）\, -氾呼間楓看してd...線這射し，必トラックシ去による a線畔受ぬ効率り検討し

た。す「ぷわら、瑶史I, 必トラソクと判史立れるもCl) 0)み五街教した場合に振紗紺Z れる叫
ラックの生応年（如如枇 •C'»\:え炉）とノ半導坪検広鷺麟いる a線スI\°クトロ X トリーで
鴻蒻ロゴ札「< U入力‘・ラス表酋からの必線放痢孝（如粋rt;cleg．し忍．炉）互氏校レ、表 1 叶遥果
を得r-:::。ブランクOJ d...トラック衷度パ亙秒表 1 に示す。O'..トラ •770J検出効卑くが｀それ1 否と•高く
応、、原因とレて，トラ・7 7 と刹）とする碁導をが「ぷ') 2 ぴレくレ乞いる「⑳り乞考えられ、る。
浚取‘ざ孔v、石続試粁k ／四0 ～紅窃． 5 時間宝兎レZ おいた⑰わー 15 ご鍛劇訊し「⑳，
トラックの庄成率（プランク芦稽正）の 1直芦フィッシ 1 ントラ'7 7 翠↓-::: J: 7 て史量レ尺 U濃
度と，の関係t9・国 1 に示す。 0 、 O 1 e,必和ーI z:.いう表伍⑬総ば濤叩試料に対レ、え知00 峙闇
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(loo 日）の叫乞ク校詞の衷惹と、知⇔漬微銑祇察（約終峙年町~)を行いノ虚
枝戯効率＃o,;.豆レた場合，正味1-:.:練測ざれる咲トラ7ク教1歪 43偏 1::: L魯 rぉらず／フ’'ランク左低
和6 するこいか｀必がある。 2) フィッショントラック羞 フイ｀パショント和 7沃 I て

戸釦砕納琺器わ‘恥砂廂特のい史量結果む表2 に示す。問いた台象母のプランク
（表え）がら菟え乙、 /o pp b 姪度以上"J u濃笈の定量が＇、可能屁考えられる。一部ゥ試‘料 1：：：：つい
ては，他り祖謬しのクロスチ:r: 7 クも行い／また，目下店えはトレーサー互添加しては凶噂
勿瀧役、、を着録源ゑイ鯰｀レて孔スI\O クトロメトリー左行うう滅によって以濃度互 1だ量すかこ
とも行，ていみ。「各ぉ衣2 t1)‘中で／ ＊巧を付ぼ磁界試料 1 ぷ， 1鯰含量り屎粁（炉）£
使用しで製造され尺もの？あるが｀，石盈緑戸回2のようJてtJ]助レて，断面 l ミついてぬ農
皮噸和 □欄＾＂たと二ろ（記2)1 表面部か｀’何らかり細ではqシ蒻深ぃ受irz:い年二とがオ
砂 rく。「おあ＼ 0.1 PP 'h\Cl) Ll濃虔Cl)磁裟表面でのダ練放聡季ぽ、;z,3l?'u..'e..均製た・け互考
慮，レ尺場合灼 o.oo l)⑳往•和ー1 である。

表1 ．必トラック法にぷる U迂ラス表面からの
必線 (o~4.s HeV) の旅疇7率

孔トラック枡牡出粒
（エッテ＞ゲ条イ牛） ：卜謬岱ごご認り米卜；｀）
1-<odo..k CA 初— •I t
c 60℃ノ 3N 心OH ；伐り）

りt -39
('70乞／ 6NNa0巾／城）

米び稼ヌ1\0外oxトリーに絃

粒約／0％の付芯悛差わ‘99
見程られる

料米表層の約／Op.況在厨積g
1亨切椋去して 1昇ら.J-\---T乏
面乙｀90) 1直

図 1 ．磁器表OO 乙''O) u_濃度
と心トラック庄応考

ppm 

o.4, 0.30:t0.02 ppm 
r • 

土紐旦き o, 39" 米
I I t'j 00 

亨そ0、 49" 米
/ I 9 IJO 

0,2 

.J: 0,15 

言
-ヽ' o.1 
8 

l:?O:t:窃

zoz土名？
ぼ l :tうえ

柚土加昧

1̂|, 、 , 丁ヽ互9 』 、 , 
0,2 0,4 0,6 0,8 

U (ppm) 

母こ
0・ 3

0 ・ 21
0.078:t 0.00ヽppm

o. 1 

゜ O 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 mm 

回 2.‘X訊‘広器西比濃笈詞
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表2. u環虔の定量結果

Sample 

一A1旦0 

{ KC19790828-A-1) -B-1-1 i 
-B-11-) 

-C-1) 

)* 

) 

) 

)* 

加CCaeCr0am39i8c 10513-S-2)* 
(KC197908spe2c3i-me1 "'n 10) 

(KC19801212-CD20ARL)** 
surface 

(KC19801212-CinDn2e0r LU!a .. rt 
surface 

(KC19810513-Cin-n1e-r I)p*a* rt 
surface 

in 宮sur求fac~et (KC19810513-C-

inner part 

Blank muscovite 

U content {ppm) 

1.47 士 0.11
1.49 ｱ0.12 
o.792 土 0.072
0.788 士 0.027
0.073ｱ0.017 
0.076 士 0.005
0.060ｱ0.004 
0.167 士 0.009
0.0073ｱ0.0009 
0.040ｱ0.008 
0.095 土 0.017
0.110ｱ0.019 

0.181 土 0.027

<0.027 土 0.013
0.0028ｱ0.0027 

0.377 土 0.045

0.152 土 0.025

d. 77 

'¥,5.75 

0.023 土 0.007

0.116 士 0.016

0.422ｱ0.047 

" 0.789 士 0.069

0.30 士 0.02
〇.078 士 0.004

0.35ｱ0.02 
0.057 士 0.003

0.25 士 0.02
0.070± 〇.004

0.36 士 0.03
0.079 士 0.005

<0.0055 
〇 .0014 士 0.0003
0.0047 土 0.0022
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2P01 ア 7 チ／イドぶいパ即財亥径っ (rch4r t "f M“cl、Xe'9 ...t.、こ

よ｀ I ↑ 5 年定l•生/=閑す 5 —考だ

東北大 9里 吉原緊‘=-

l. I よし＃ゞさ

アクチ／イドと'f "'I可辺 □ま遣釦紐la表がり見 3 とjm-粁さ形成 L '2し 1 5 。
ミつことがりや lこなって、， 3 ようでぶりり·pヽ•9 伐表十分訳.i応ヤて 19 グ｀｀秤今もより／
この、ャ、、そ卜を 8iりが 1 ::.I z J-｀く必票hゞぷぅぅ．

Se心ヶrJ力9'· 示した固 Iこよ 5 と 1 中 •I豆牧も桟＇秒隣＋牧t科ゆ這丼た不与凌l'や達

の中['’ふっう＾忠忍虚ヵ‘,"のよぅ l冦渇ひンその癸靖がク幻/-:赴重元1 っ島心
乞如む I：：よ~ cl.o叫→f“”,,,_,,,,er er,位甚 (z=/1¢，心／cJ'¢ふシ，， 1;J:心）が
が（ z :: I 絆， M ＝ 3/!') /J\”¥の 2 つ.,, 11輝＇て＂J;; 3. 

叫ヮ応tて6くイ也の研危者も柊い元茉つ『札籾匹位り一ーオりちアクf
／イド血LILI：：つ＇ ’71 言を言/3-... l 2 1' なq・ しがレ：： ＾守今1よゃ中心応吋 1が現代っ‘/
心［Q←r ゲ '1 ど生 3 Z 11 3 f月 1/f、J:.Jわ必て重厚はもつて＂おりノオゑ桟屑灸t t·ぅ見るが／ 支
r2核程因表t t'ヽ？伎うかと\Iうことに関連 l てガぇが必直ずミヒばか羨りないことで
1まサかうJ.

2. i紺1月表の仔製
rr叫。「 Iso わf,i s 11 (ed, Le必t-<1..1"ふ訟rり） ／？笈杓叙こ吼｀＇／平式期（加廷

のすず 1：：沢p }れて 11 る該釦採用し，オ財鱈衣t作裟し在と二ぅ園 1 "'):う／えちった．半
疇 1 キyヒ＼＇） ＂廿釘便生的なも，，:..ぶ；ハ｀／太とて＂示ずよ) /-::.、、 4 バ lしをクヽ 7,2
！ケ 7 ある、ヽ＼； 2.9 1 和しても大梵 l::. 笈イじ liなくノ （オtヒ｀｀う Vべ＇必蚊史lれ直当も’•お 3
ことヤゞわが~.叩心、い切 I士天然＇存在＾令好訊針和び、 I t2.”‘戸屹 IO' 朽＜
上＂繹‘オ紺性f諷白 Iヽ巧 li和メ戸碑l'卓桂て‘•石J.
園 I::. 示す上うにアJチ／ 1 ドと（司辺杖桂は本烏卸今がぅ蔚知， 島. "'ように｝年.1:.?て 11 5. 

,0 
ぷ •C9

図i． 樟チ籾l表
も

'q, 

9。

I. ア 7 チ／ 1 ド閲｀,·1·1 2. 本烏 3. o(芹『定1'生冴
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紐述＇べ·たレベ｀＇ピ訊定と麦豆 l1涛吠~ ~I項知．短和凡期いまて令ふ炉ずァクチノ
イドをヤ心とオ 3 烏 It..本烏 l：：持兒が．如食的に言え Iょ••こ叫ア7 チノイドかl'l(Achnou
S4叫知）とて＂舌言うべ｀3 ものて屯り，蚊史レベ｀,.._今変私/:::.よ 7 乙和号とフなが•ったJ
邸紅三 II む．

3. 考虎
吠上＾ようドア 7 チ／イドザ｝•I•I /7 .ヽ.7"9 3 原因 li z＝競ふI心心以£ ma／（とt痘、チ・・
にぷとの釦炉呑紐，とくに始 □ sい、'(,•/- [|-::. i 5 とこうが大ごヽヽ．寸;;：：
戸｀心l、・グ I、`::上て‘'奴I'□噂｀ては乙心Iヴと渇釦叫題となるよ
臼吋＂，とかくな 3 I:: M= /¢a., 片 1'生ナ m a. lC”.......b¢"')鯰ドもかか十うす： • e発
瓢9『.K恥尺期I杖恥ヽくなi．こ r; う~,·-;;i;:,アクチ／イドが’11疇
”勾·rl•I t., t9年哀付 It 5 t....̂ l:.. っ 3'•のような計算が'T応••本る． w^ /s tr← 4‘^ o( 

必勺 e:ヽr” のグ心ふと m恥ヽゥ紐絹/::つ 11 7 の叫知只釦もヵ炉考
釦ヽ｝つ守’のよう 1 ＝サる．

“” 厄：：：—
aJ ll. Xt（べ）

2(2m)K .2ヮ／ん
x
 

= 誓[a..rc.. osJと＿Iと（l-兄］
y = Eヅ2le z.

ここ r 叩以粒ナャヽ●●直l羞幻 3 紅

の約重7'、名る．
肛皮と EC 成及 lこ対 l て 1i山田ら.,]””心グ

かゥ臼［fの計箪似·で丸 ＇図表が年えりトマt, 3. 

心 z カ・・ネ I て Z= ;3 ~?。パ絨、、の糾瑾につヽ 9 2 

計〗t古‘こか，知'|釦峨l た＾が｀釦 1'•お::
I] 幻．．示すよう／こ止（26 + 2 濯，卜がで~ 3. 生た

右ぷ駄！よ N= 12 1,ー 1 て．．よ I), 1 2.6 のハ久 `c n叫加r
知も d で;;厄．玩叫パ廷ふが見え
3．ず渇他t灯（（凶 IJ I/"一攻 (2 ¥, 3. 

図 21i T度清這疇弓よぅドなってよ‘見 l図ィっ
＠（c 対応、してい 3 。た＾ I::;ー-7 1ナ虹z~ 以2.ヒ 5
応這くなふji手が‘ヤが>.右つヒ•- 7 I這 I::. " 

席＜ら 3 （如心る．
叩叶午をパいい雌 l戸 I I c ,iヽミヶ；こ

ともて‘‘？るャヽー／，iも呆 l t z遺終～サ 7'り切好と示す．

屈（のような衷鱈夜 l桟勺”チ／イド'1履
紅や，絃鐸l生物知靖殖の直のざ＼I に有¥. (~町
¥. ¥ 7 れうものと忍r,{1れる．

叩バ覧-f, "f.: Iょ幻紋エネ I吋‘-I 久 It核
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2P02 中性手J、ぺ 7 トルモ:;::.ターの試作 (2)

（京文原斗炉） 松和録玲 〇＼いはも文

I. IJじめ 1::.

血年夕元系 1詞定量戎、乙して高威危 rJ禾屯々の 7、ぺ 7 }-ロスコピーバ塔喝 L つつある。啜
棗ヒ）コン C゜クーダ｛ヒ｛進み I /¥ - lごうェアク＼、今 l:: 1い＇） ／伶れ TJ')の犬P言閲魂千の税瞼
遺め Iす·,I t•，:. 1..ヽ·U匹tも疇 l：：応じ這祈 T`｀／夕の庄産直阜に行 rJとるよう I::TJ')
”みる。/) j.')訊‘だ， 3 元糸 l司鱗量性乙、ヽう袢疇化分町碍微パ祁今心ゞ1巴
の方兎、 l：：も呉ゎつて来丘//Jみ力＼／多知克虹碍·^ m積 I分野t｀ヽiイ包の汀ぅ氏の方が，足青：：ィ直牙
る元表程のカバレフジ L広く rよつて、＼る。々れで 11 ）念乙の往面で‘ゴンヒ゜一うン 7、を失ヽ I
て II るかと言と叫心i‘. l tそうでしi rよい。放紅し悛謬具試薬等·4ヽシのラ5 槃：＇這量＾大
き T↓稟暑':; （↓うfJ. I¥ :::. t叫匂知£.1:;.1;\ (J I\ 長酋として残‘つて 1l ク。該科 A 魂胴絣の
梵豹王が生し万印覆‘炉場令 I:;:. 9] 特 I:. 々うであみ。ク元象国時急量t生につI\て 1ゎ中性

ナ 1、へ° ？卜 Iレt簡箪這らか）こj‘、牙、ク月戎、があ 41 ，が，末知詞‘利をいかはる原｝灼小 1彗渇
噂卯｛て{ I 疾出され這ての元計ミの定量が可能こ rJク釦謬ぶ麻利こ r↓勺。各 n r墳
の元ンダー乙 1 て／熟ャ性今断面積こい）｀．丁ン 1、イン了 7‘‘ ラルの大 IP に要 a ク元茶群ぁ‘ぷ
が中性｝塚炭 I：徴底‘t滋、発を加Z. (. I アルミニウム伶全線5‘ ぷが箔碍製しつつみク。

2. 麟箔 h i「製
椋導乙 l て 1 J / /Jき‘‘内よう「濱t生窟t待っていう二乙砕＼·娑すし 1l o 

i)埓一性が投的でみる乙乙。

謹店性 l復重，取扱＼＼力＼｀｀簡恥紀対量が正腐房れる二こ。
扁）中住｝の甘己しやへ I\ ¢澤、社できる 2 卜') .̀l 7 7、でみる二乙。

IV)術放射翡皐口耐柊、性 1 ：： ］ぐれ，一笈に丈量 1乍褒できる二乙，
贋l応科疫 E エ T｀ク急 17えで年戎印滋秒ヽ可ぎ厄 I\ 二乙。
ジ□ぷ糸｝斗疇房 L て表 1 の様双合金遣髪tた。作製亥a:'比粒的農知裔崎合金

l'. it-') I ：：：：れを袋了ルミ 1羞絣し／ ｝ルトを兎、浚 L 「このらセ- 1,•- 加工し，セーハ゜ー雇iと
混合戎埓 L -r:-tf)ち尾‘延 l ば皐 1 「二しJ錨，こ行ク。

表 1. 合金素羨と反応特牲
元素 移程 環皮 麦ヽヤす生｝新面積笑鳴穏分印仔知譴

CR エ） 、一ー・~. : -
Co 6b Co 

Au /97 ん仏

Sb 
/2/ s b } 
/23 5 b 

w 1il6 W 

DI 
/6“D 

'/ 
工竹 "3 恥 } 

,,s 玩

L ぃ 直以

barれ/ J °、 I I I)、 0 / % 3 7.5. 

0,03, 0 、 o / % 

O 、 I¢ 0/4 

0 、 I % 

fJ. I % 

I、 o, 0 、 0 2 % 

〇`OS10、 00S o/o 

狩．『 ,' 

6. 2 ,I 

4 、 O り

ぶ？． 4 り

え bOO /, 

7, f,, 

{ 6( 

2050 
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3. 分枡索果

了 ,v こ一うん合金恥J 5()x 300 ズ 0 、 2 叩がで知 20 校紅、＂で｀屯／ル 2 り炉髪
l てヽ＼う。均ー性違恥 r:::. めに 1凡笛の両塙がら 5~ I O 勿如手えの試‘針をラング｀4 に
切'J取・1 角柱状‘着み重ねてラビ｀7 ~につめ丘。 ム、 Au, [111;} pm-2 で 50 分亜約を教I~
(__ `)逗 I てJラ、‘17 7、勾紀這広1jぅ貌房ーと加ら丘，奢l足・，J: -試叶教 1§] く＇）がこした。 I司
1 のエぅーハ‘‘ー Id-/ (t)返 L 疫I定，り樗翠質差て、ある。を乙＾合金 I二つ I) て棟率偏差ヽな 0．易
訊 I二止． 1 つて仄‘') 1 愛国）：：ィ芙 L て禿分の正廂巧‘得尋られる乙差三る。オートラレ‘ズ 7`、ラ
1ィ←でミ 7 ~の均一性かがニック喝后果.{ 1も長可う，，

+2 

^ 眩＋1
ｷ̀-a 

に
: 0 

n:: -1 

-2 

0.05% Lu-Al 

177 Lu(l!3kev) 

S,D,=0,65% 

0.005% Lu-Al 

177 LU(l 13kev) 

S.D,=0,68% 

-2 

+2 

1

2

 

—— 

-
0
-
t
 

0, I % 11 -Al 

187w<479kevl 

S.D,=0.70% 

+2 

食＋1

-
0
 

-
0
-
8
 

-2 

0,01 % Au-Al 

198Au 

(4llkev 

S,D,=0,53% 

1.0 % In-Al 

114m1n(l9lkev) 

S,D,=0.76% 

Fig, 1. Homogeneity check of aluminum alloys, 

R.D,: relative deviations from mean values. 
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2P03 鵡訛燐戸追瓢疇直褪叫靡雌麟研究

（克文臣弓炉・京応農") 0臼Ill正広高田里弓、片山幸ゴ、小山睦史

i.はじ‘めに
切口の立揚、たとえば．生腸他註化蓉的g立蝸から旦れば、地表においZ祖潤芍謙
の箱嬢過程己恥‘Vガ＼の役割を祖っ乙いろであろうし．実用的立瘍からすれ\;;!‘ヽ．庄洞探直
のよみに有用鉱判酌原の発見にも綬立つこtiコ 5る。さら 1::::. 、生胸尊の立瘍1)＼ら 1-:l.祖判
種し無梼イオンの婁謂につい乙系翁；立った研乳か＇あリ得ょう。ーガ、蘊特生理営的および
分寄ハ‘lレのミり口の観点から I~ 、無機ィオ凶豪収、生体囚 1：：おける諒送、機能．構造
迅役割についての勿方面成醗が組。景菰噺年 1こよるイネ租植り恥捩ィわ寧1-:::
疇冠ムギ‘利知発見l3．この方面での一つの文きむ成果であった。我々 1-;;l.当面 l ;;l、
..t..磁水等の環境専因ヒを二に生斉している栢聘種の黒椴ィナンの毘條を猜きたマ粍：め、
譴的ギーりの堤頑を行ぢい、最終的に＼-;;J.照根元奏マ、‘l つ°ゃ．進化の印統樹ヒ雌靡の
謀0ものが‘搭 l訊は｀‘ヒ考えZ:いる。しかし、他面 C`l3 ．このよう0マりtlの眺和庄意深
4辮炉fれば、ミり口の立錫からの研乳疇喉する所のものbヽ、取りり＜見つかる可能性もあ
ろと思‘っていろ。
2 、サンアリンり‘‘
謳：滋質県朽木村lヽ lll のも成層ぶ）所る山杯、同県文章布桐生町のに器岩．尺り‘、マり
杜ょ燐る山林、丈麟稟暇隙諏町の文阪層群粘上層よリ咸る叫まおよび当輝睛女
地内の4け所を定幣叩汀゜リンIJ‘迎点しば、主しし z樹和n葉を対象しして号節史
化、工嬢•水口の関係等を敗十稲の植間：：つい戎恥てきた。これらに鹿児島県肘慰祁の
ララス台地、i疇の遠岩地昂、沖縄県ま島叫恥疏戎文翌唄醤杯、および．石厄岩地箭、
石垣島の白銅揖石守山浩地帯．花巌后氾昂で｀文痣復のサンフ°リンり‘｀を行ね―..,た゜含た、青
森県、宮塙県、衛知県、鳥取県の一郁て｀も 1卜複模のサン 7° リンり｀‘を行 o· った。いずれの地
点でも で）、スギ‘、サりラ、 ‘‘I Iゞキのよろ＼：：：．本ti-I以南で生育し Z し＼ぅ植拘は．柑亙比
殿退羞と可るために勘輝Iこ努めた。工釦．可能ね為合に＼2 ． A,B,C の名屠が1
ンプリング｀＇を行Gうた"71＇‘．表oo.:t.褒逮弓虚湯合が吻い。土嬢がら：和み鯰幻ぁ這
合には、その水、近くの I卜 l11 ．左流恥紅採駈し、子ブロ心‘ーカーで藩点以下の温復
z桑鰭固した。採取した植刺葉口で｀きろ謬）早ぃ機会にイオン交怪水色参みこま也r：：：
か‘ーも‘で表面の付着洞訂飢＼、競水をぷIJカ‘lt Z 展乾し、最徒に約゜C ℃‘、24阻関乾應し保呑
した。

麟：中性芋叙翻む行祈l;;J.目的によって 13. 7S能でも最疵な方法でも o· ぃ。しかし、
灰化しない乙‘‘、その舌まの状態が効元黍を目一諒料を分析て‘ぎろことが特徴の一 9て｀‘、そ
釦攻に、他の方法を行0ぅ前し：：：一度＼戎試みておく価値伏‘ある。全ての放帥じ令析\J. Co 
品 Uの 3褥準で中柱う訳り卜 lVを求め璃対法が和·った。この紅迄‘\3 ．鰭組諏差
＼コ、用いろ楼デーりの不正確さの甜 1：：生じ‘も伏‘、分析デ｀ーダのコ‘／ラてテ｀ノラー lJ保たれ、
偶弼認のチェヽ丑比灌単に行-o·えるため｀この種の研乳1：：＼戎蓮している。吋祓料平均
2巧元乗．全徒て‘\3. 4防元表が定量で‘ぎ乙いな
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デ‘ータ：硯在まてに約万1励：：t7J l:Jるデ‘ーダか‘婁めら爪てし＼ろ。デーりの曾理I3. J』膨）
手1こ13 お之e· いのご‘．格納．椀患整捏等）さ．全乙コンごューダ（ヒした。
3 、堕呈
=(J)種の頷査租果の俳祈I~. 的冠りに行なつ泌蓉か｀而る。酔しし蒋析括晃は発表詩に

皿べることにし、ここて‘l3 、全佐線の把援のため．托域に関f奈な＜雄物想のみに注目し乙
長這濃度を千した植洞種を表ii：：子可。この長中． A,Q,，枷， Co. ln. &.は希エ類Cl)
集瓢闊cl. た釦たまむ特在の把叙最高値を手可ばわ‘立‘な<..:±:最, 7k等の環礎厚
臨嘲っ乙いる地域の中でもいつも最蔚直百釆甜易釦嗚ぃ·釦～ぢには主な冦底
つい-z..特記哨卸噂に限之分石tJ)喝t./豆りーン包歪いた。
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Table 1, Species smwing叩xiflUl concentrations of 
versatile elan叩ts.

Fig, 5 Al. Sc and 
Lo, 

Element ppm Species Forni Iy 

Al 1. 0(%)ヒサカキ ('') t\.、キ租）

Sc 0.3 ヒサカえ （ヽ‘I I\'・キ租）

V l, 5 サりラ (Iゞラ痣）

Cr 3.7 マラ＜フ｀‘ラ （カ/\.. I キ群）

Mn 2,5('4）コラアす｀ラ （ウコギ租）
Fe 820 、 ヒメヤラ々ブ｀ラ(1J I ゞ l キ~)
Co 9,2 リヨウフ｀｀ （リョt>J 7渫~)

cu 34 ・ ヤつ｀・ムラサキ ('7マ 1‘l ズラ租）
Zn 850, イヌ＂）ケ‘` （モチ／キ群）

Br 180. メ 9 t::.コイヤ（スキ｀ 芦）

Rb 167, c‘｀ンマイ (~｀｀ンマイ病）
Cd 9,0 イヌ’`Jけ‘‘ （モチ）キ群）
Ba 880, ウラジ｀口 （ウララ‘.t7科）

R.E,(La) 160 、ウラジ｀｀ロ (ryララ｀口痣）
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2P04 セオライトに包蔵された Kャの淑射化分柏による足量

高野武美，秤篠泰男（東大原セ），児島弘直（山梨大ェ），
松岡神吾，田村忍章（東大工）

丹、手炉内て枝分裂で生しる放射性希ガ｀スのうら，半戎期の長い Kャ-85(T炉／0.8年）は再処
理ェ易て分離訊集した外麦敷十年にわたって安定に貯蔵ざれねばならない．伐叫 kr をゼ’
オライトに包蔵させる方法，金局中にイオンスパッタリングで埋め込史方法等を研免l1心が
いすれも灼量を重量刹定法で評価するのは困難な阜l哺がある．冷こで放射化分析の非破痕

-l＇生↓.::.着目した。ここてはゼオライ比包成された k1--につ＼ I ての綽果を報告する。

亨オラ］卜 1よアルミ）ケイ醸塩の一維であリ， モレキュラシープAの骨格構造 図ー 1
-S i -0一般ー 0一の網恥槙造をいて図 I-A の

ょ］｀：卜¢：の言にく；口とご'\:0 : 

‘}ーダライト単位がさら 1請吉合 lてよ）大ぎ I I 

空孔（幻ケージ） 8 っくるが外の入口 1よ図 I l3の B ケージ
8 員痕面であリ入口径 1ょ 8 員痕面付血：：：：ある （ソーダライト単位） a ヶージ

）価イオンの大きさによってジ犬よる。
こ、｀で用＼ヽた毛し知ラーシーフ"3A(MS-3A)ばこのイオンカ＼•'k1"であ l) 入口 4歪 1J 3ATある。
麟高圧で‘Ms-3A 遭触させると， K叫這） Iょケーシ＇に押し込わら孔爵鱈謬
易に誰龍しな＼ヽことが知られている。 これを包蔵しいう。
セオライト Iよ咳湿が激 lくしかも吸着水の有祟、力＼＂ km難脆挙動 I：影響すぅことがわ

かデてぎた。｛こで放射祀分析によデて火<T),液、を検討した。
(I) /Va, k を内部牌、竿と考之，放射化分析による外の定量から（n随詠渥を差し引立）
也オライトの紀対量と知ること．，

(2) k卜の放射化分柏から，団の包戴量と決定すること．
(3) 種々の処理を加えた知乞蔵七オラ杜試料 I ←ついて (l),(2) の測定と行ない
離脱学勤ど訓べる．

(I) I{;尋内部秤、辛とし「：：セ＇オライトの定量
よく乾煉 l た MS-3A ~ク＂ローフ’'、ポ＇ ·17ス内で精法に秤量し凶含有量戸踵肌噺
によ召夫足する．放射牝れ枷J謬R-2 気送暦（松～紅X/0'りで3分間熙計し）
約 3 崎間後にわt泉スベクトル竹柏し「：：。ここで行小ヽた MS-3A （ミつ＼ ＼ 7l J,3?3士〇，吹筑ぷ
の瓜含有量マわること同一 LoTにつ＼ ＼ ,1 Jこの値直のハ弓ヅキ Ij小さいことかわかた

② Kヤの足量
糾k(n..t)反応ててきる終内（T必＝44ん）がらの／49.5keVのわ線さ測ることによ可足

量した． km牌、辛試料 1ょ定各定圧で力｀｀スのぅ留わK量）いた Kトガ＇スを汲体皇素
湛度で活l'生炭に吸着させて石英暦 1求各封したものを用いた。
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kャ包蔵ゼオライトは 30必／砂o氣圧て＇’
圧入れ lてつく予．この試料幻恥中性手
放射化したわとのオ線スペ7トルを図 21::.
示す。阪， Kレの放射化 I くよる足量ヵ‘‘ら
kr包蔵量ば／40 :t 3号yj. Ms-JA とホ
められた．これば圧．入れ直後に重量
測足でポわた値（吹叫 MS-3A)よ')
ぐぐ少な＼‘が放射化と行なうよでの
貯蔵期間の間に一瑯離脱 l~ いたt
のと考んられる。
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2卜 MS-3A encapsulating Kr 
in quartz ampoule 

400 800 1200 1600 
channel 

図ー 2

(3) Kr l!)離脱奔動の研兄例
Kャの雄展の難易は貯蔵環屯に大ざ＜條存する。吸着水の影響を桐べるたわ，乾煉

沢隻繹贅試料と吸ぅ皇ざせた言式料について検討した。因包蔵ゼオライト忘真窒で＇
2oo·c..まで昇温＼て尻水したあと 2 つに分 11，一方 1j 1 の辻j石英管に封入し（乾煉
セ'’オライト），他方ば空気中 I, 放置した（吸湿也オライト）あと封入した。封入俊 0~14-日お
いて放射化分析したが，•この経逍日敷の間に離呪 lた虹 lよアンプル開封前後の計数差
から知ることができる．
表 1 液分関が｀知れである．半ぅ紺譴

正に用いたTJ5.ポ 2桁の精疲しかなぃこと，
開封の技術的問題（これらば今絞鯰叫）
力＼＇む噴危i十分でな\ I力＼＇賊湿七
オライトで 1t k直既/,顛脱しており
像—瞑4)欄）封入綾の節兇も大き
い（表疇，（6躙）こと力＼’＇りかる。
上記戻験に用いた吸湿也｀、オライト
さ再度叡泉ざせて同じ検討と行な
贅終果と表2 に示す．柏包蔵量

1 よ 44~4.8芦と少ないが，知の離

脱は少な lA 。
以上から吸着水の有無、が離肥

に大きく影響するサイト，ししなし、
サイトの 2 つ以上わることが明
らかである。このようなサイトと離廃）
の機構についての椎論を含ゎで
叙悟する予足。

表ー 1 比較的k泡蔵量0)大きい MS-3Aからのkr/l)離脱挙動

A．乾煉ビオライト
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1) N返ぴ柘樵準訣料から俎紺璃款訊$-3A 1tあたりの
N逸肴量 から箕出したも(/).相吋誤差訊／

J.) 齋I史峙和1(/)立v と阜或期により稽正 Lてある．
3) （（カー (5))/(2) 1< 100

表ー2 包紋量の小さいnS-3Aから(/J Kr0>雄

1訪番弓し：： { 完量隣叫よ訊ぞ。』ほ）脱：
1 5ら7切 "'712 I D..o4昨 ち41? 12

必）

1b 、 5

1.7 
に

z I翌詮戸I ら12~0 I 7~312 I o.0443 I s1737 1-o_q 

3 J峰芦I 年17 | 726可゜04“1 482.35| 2.,2 

1) Na及びKr標準試料が勁換且ィ1f-絡ことM$-3A1凸t<-'JO)
N詮消量 から算出したもの。相対誤差土 3.0 f. 

Z) ((1)-(4))/,1, x 100 
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